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第一話

舞踏会での出会い











　――本はいい。ページを開いているあいだ、現実から遠いところへわたしを連れていってくれる。

　今日もそんな思いで、歴史上の人物について書かれた伝記を読んでいたカミリアだったが、扉がこんこんこんっとノックされる音を聞いて、ゆるりと顔を上げた。

「はい？　どうぞ」

　いったい誰かしら、と思いながら本にしおりを挟む。

　カミリアの一日はごくごく単調だ。午前中は伯爵令嬢らしく詩作や刺繍、楽器やダンスといった行儀作法を家庭教師から習い、昼食後は外に散歩に出たり、日によっては出かけたりする。

　そしてお茶の時間から夕食までは自由時間なので、彼女はもっぱら自室に入り浸って、大好きな読書を楽しんでいた。

　家族全員が彼女の読書好きを知っているので、よほどの用がない限り、そろそろ夕方というこの時間に訪ねてくる者はいない。

　だからこそ、その『よほどの用』ができたのかしらと思ったけれど……入ってきたのは両親でも世話役のメイドでもなく、双子の妹のキャロルだった。

「カミリア！　今度うちで開く舞踏会を欠席すると、お父様に伝えたって本当なの!?」

　扉を開くなり、勢い込んで大声を出す妹に、カミリアは小さくため息をつく。

　――今日も妹は美しい。柔らかな銀髪と薄い水色の瞳は、日を浴びた湖面のようにキラキラと輝いている。驚愕の表情を浮かべていても、バラ色の頬や小さな唇、可愛らしい目鼻立ちが損なわれることはいっさいなく、血が繋がった姉であっても見惚れずにはいられない愛らしさだ。

　だが、あいにくと見惚れている場合ではない。入ってきたのが妹で、その要件がわかった瞬間、カミリアはまた本を開いて読書に戻ろうとしていた。

「ええ、お伝えしたし、お父様も承諾してくださったわ。はい、話は終わり」

「勝手に終わらさないで！　どうして出席しないのよ？　他家で開かれるものならまだしも、我が家で開かれる舞踏会なのよ？」

　再び読み始めようとした本をキャロルに奪われ、カミリアはむっと頬を膨らませた。

「今ちょうど楽しい場面だったのに……。欠席するのは、舞踏会を開く目的が、あなたの結婚相手を探すためのものだから、よ。姉のわたしは不要……というか、むしろ邪魔でしょう？　お父様たちもそう思っていらっしゃるわよ」

　本を取り返す代わりに、すっかり冷めてしまった紅茶のカップを持ち上げて、カミリアは肩をすくめる。

　涼しい顔で言い放つ姉に、キャロルは「またそんな卑屈なことを……っ」と眉をつり上げた。

「いい、カミリア。あなたは自分が思っているほど不器量でもなんでもないの。もっと自分に自信を持ってよ。舞踏会どころか貴婦人同士のお茶会や音楽会にも出てこないで、毎日本ばかり読んで――」

「確かに、美人の妹の引き立て役には、わたしくらいの娘がそばにいるのがちょうどいいかもしれないわね」

「カミリア！」

　卑屈どころか自虐まで入る姉の言葉に、キャロルがとうとう大声を出した。

　しかし妹がどう言おうと、カミリアの考えは変わらない。怒りで真っ赤になる妹に、カミリアはちょっとため息をついてから口を開いた。

「あのね、キャロル。わたしは事実を言っているだけよ。一般的に見ればわたしの顔は、目も当てられないほどではないとわかってる。けれど、わたしたちの両親がそれをまず否定しているのよ。それはあなたもわかるでしょう？」

　落ち着いた声音で諭され、キャロルがぐっと押し黙る。

　――悲しいことだが、双子であるカミリアとキャロルの姉妹を、引き立て役と主役にそれとなく誘導してきたのは、ほかではない二人の両親なのだ。

　双子というのは、そっくりな顔立ちで生まれることが多い。が、似ないで生まれる場合もある。カミリアとキャロルは後者だった。

　母曰く、妹のキャロルは生まれた瞬間から「羽が見えるほど愛らしい、天使みたいな赤ちゃんだった」とのこと。事実、キャロルは愛らしく美しい令嬢として育っていった。

　対して、姉のカミリアのほうは、有り体に言うと『そこそこ』の顔立ちだった。

　鼻が潰れているとか、目が小さいとか、そういうわけでは決してない。キャロルのようなぱっちりとした二重ではないが、切れ長の瞳を彩る睫毛は、長く綺麗に生えそろっている。頬もバラ色で、唇の色も艶やかだ。妹と同じ銀髪も、癖がなくさらさら流れている。

　しかし、目鼻立ちは少しきつい感じで、気が強そうという印象を与えることが多かった。

　実際、幼い頃から読書を好み、大好きな歴史はもちろん、算術や科学も興味本位で学んできたカミリアは、並の貴族のお坊ちゃんたちより頭がよく、弁も立った。おかげで『女の子のくせに生意気だ』というのは、耳にたこができるほど言われてきたことである。

　そして、カミリアが悪く言われれば言われるほど、『だが妹のキャロルは愛らしく、姉と違って貴婦人の鏡だ』と言われるようになり、結果、社交界での明暗はデビュー時にはすでに、はっきりわかれてしまった。

　今やフォーゼッタ伯爵家の双子姉妹は、妹キャロルが主役と位置づけられ、カミリアは引き立て役として呼ばれるのみである。その影でカミリアは『双子の美人じゃないほう』と呼称され、揶揄されている有様だ。

　両親でさえ、「妹はこんなに可愛らしく生まれたのに、姉のほうは……」と人前でため息をついて回る始末だ。当の両親がこうでは、周囲の人間がキャロルを持ち上げ、カミリアを下げるのも道理だろう。

　たくさんの人間が集まる場では、必ずそうやってからかわれる。それがわかっていて、どうして舞踏会になど顔を出せようか。

　幸い両親はカミリアに無関心なので、欠席したいと言えば「そうか」の一言で許された。

　そのため、ありがたく一日中読書に浸っていようと思っていたのに、この妹ときたら……

「話がそれだけならもう出ていって。舞踏会の準備で忙しいのでしょう？」

「確かに忙しいけれど……やっぱり欠席なんて駄目よ、カミリア。だって舞踏会にはアメリア伯母様もくるんですもの！」

「えっ、伯母様が？　本当に？」

「ええ。お父様が言っていたもの、間違いないわ。あなたがいなかったら伯母様はきっと悲しむわよ～。カミリアも、アメリア伯母様のことは好きでしょう？」

　カミリアはうっと言葉に詰まる。

　キャロルの言うとおり、父方の伯母アメリアのことは、幼い頃から大好きだった。

　自分に無関心な両親と違い、アメリアはカミリアのこともキャロルのことも平等に可愛がってくれた。特にカミリアに対しては同情的で、両親にもっと気にかけてやるよう苦言を呈してくれたこともある。

　その伯母が舞踏会にやってくるとは。最近は主人であるシンプソン侯爵が足を悪くしたため、社交の場からはめっきり遠ざかっていたはずなのに。

　姪の結婚相手を見定める舞踏会ともなると、やはり伯母として気になるのだろうか？

「デビュー前に伯母様のところに行儀作法のお勉強に行ったのも、なんだかもう懐かしいわね。わたしが伯母様に会うのはそれ以来だわ。カミリアも似たようなものでしょう？」

　無言で頷くカミリアに、キャロルはさらに言い募る。

「伯母様はわたしたちが社交の場で上手くやっているところを見たいに決まっているわ。なのに欠席して、大好きな伯母様を悲しませるつもり？」

「……」

「ね、一緒に出席しましょう！　新しいドレスも一緒に仕立てに行きましょうよ。ね、ね？」

　両手をぎゅっと握りしめられ、カミリアは降参のため息をついた。

「わかった、わかったわ。確かに伯母様を悲しませるのは本意ではないもの……。でも、当日のドレスはあなたが行く店とは違う店で仕立てるわよ、キャロル」

「ええっ!?　どうして？」

「あなたの行きつけの店はフリルを使いすぎなのよ。わたしはああいう雰囲気のドレスは似合わないから、別の店で仕立てるの」

　キャロルは不満げだったが、あれこれ言ってやっぱり欠席するとカミリアが言い出すのを恐れてか、反対はしなかった。

　そのことにほっとしつつも、カミリアはほんの少しの自己嫌悪に胸がチクリと痛むのを感じる。

　妹がいつも着ているのと違うタイプのドレスがいいと思ったのは本当だが、それ以上に、同じ店に行って、居並ぶお針子やデザイナーたちに、キャロルとあれこれ比べられるのがいやだったのだ。

『双子の美人じゃないほう』という呼び方をされるのは仕方のないことかもしれないが、言われて愉快になる言葉では決してない。むしろ言われれば言われるほど、自分が人間的にも劣っていると指摘されているようで、気分はどうしても沈んでいってしまうのだ。

（舞踏会でもきっとそう言われるでしょうけど……始まったらすぐに伯母様のところへ行って挨拶して、頃合いを見て引き上げればいいんだもの）

　長く留まる必要がないと思えば、少しは気が楽だ。カミリアはそう自分を納得させることにする。

　――まさかその舞踏会で、妹ではなく自分が運命の出会いをするとは。

　このときは露ほども思っていなかった。





＊　＊　＊






　舞踏会は盛況だった。予定時刻の一時間前から馬車が入り始め、会場の大広間は今や大変な人いきれとなっていた。

「皆様、本日は我が娘のためによくお集まりくださいました。極上の料理と酒も用意しておりますので、どうぞごゆるりとお過ごしください」

　見目麗しい若者が多く集まっていることに気をよくした父伯爵が、ほくほく顔でそう挨拶する。それを受けて楽団が音楽を奏で始めれば、舞踏会の始まりだ。

　両親はさっそくキャロルを連れて、自分たちより身分の高い招待客へと挨拶をしていく。

　置いていかれる形になったカミリアはそっとため息をついて、飲み物が並ぶほうへ歩いていった。

「ごきげんよう。よい夜ですね、カミリア嬢」

　パンチを手に壁際に下がろうとすると、見知らぬ青年が声をかけてくる。カミリアは「ええ」と軽く会釈した。

「よろしければ、あちらで一緒にお話ししませんか？」

　青年が壁際の長椅子を指しながら笑顔で提案してくる。

　しかし、カミリアは首を横に振った。

「先に言っておきますが、わたくしに妹への取り次ぎを願おうとするのは得策とは言えませんわ。妹は自分から声をかけてくる殿方が好みですので、わたしの取り次ぎだと、いい顔をしませんのよ」

　眉尻を下げて申し訳ない思いを出しつつ断ると、青年はそれまでの笑顔をすっと消した。

「そうですか、それは失礼しました。ではこれで」

　あっさりと離れていく青年の後ろ姿を、いっそすがすがしいと思いながら、カミリアも壁際へ向かう。

　その後も似たような誘いは続き、カミリアはそのたびに同じ言葉を返した。

　それでも一緒にと食いついてきた青年が二人いて、そういう相手は両親の隙をついて、キャロルのもとへと連れていく。

　キャロルは思ったとおりいい顔をしなかったが、青年たちは嬉々として妹相手に自己紹介を始めていた。

（――舞踏会に出るとこういうこともあるんだったわ……。久々すぎて、すっかり忘れていたけれど）

　――双子ということで、同じ年にデビューしたカミリアとキャロルだったが、両親が推していることもあり、人気は明らかに妹のほうが高かった。

　おかげでデビュー一年目から壁の花になることが多かったカミリアだが、そんな彼女にも誘いをかけてくる男性は何人かいたのだ。

　まだ世間知らずだったこともあり、それなりに浮き足立って付き合いを重ねた。

　だが彼らはカミリアとそこそこの関係を築いたあとで、必ずこう言ってくるのだ。

『いずれ家族になる可能性があるかもしれないので、妹さんにも自分を紹介してほしい』

　それを額面通りに受け取るたびに、カミリアは失望することを繰り返した。

　彼らはキャロルに会うと、たちどころに目を輝かせ、妹とばかり接点を持とうとしたのだ。

　三人で一緒のテーブルに着いているのに、会話は彼とキャロルだけだったり、一緒に出かけようとなると、彼はキャロルをエスコートしようとしたり。

　そういうことが何度も続けば、彼らの本当に狙いはどこにあるのか、察しはつく。

　――彼らの狙いは、最初からキャロルだったのだ。

　正攻法で近づいた場合、フられてしまったら、また近づくのは容易ではなくなる。だから先にカミリアといい関係を築いて、キャロルに接近しようと試みたのだ。

　自分に直接言い寄ってきた相手なら、キャロルも遠慮なく撥ねのけることができただろう。

　だが姉の恋人相手に失礼があってはいけないと考えたのか、キャロルは実に愛想よく彼らの相手をした。

おかげで相手の男はつけあがるわ、カミリアは不機嫌になるわで……キャロルとしても面白くなかったに違いない。

　あるときから、キャロルはカミリアに男性を紹介してこないでと言うようになり、カミリアもカミリアで、最初から妹を狙っている男性とお付き合いなどするものか、と固く誓うようになったのである。

（早く伯母様を見つけてしまおう。挨拶したらすぐに部屋に戻ってやるわ）

　パンチを飲み干したカミリアは、壁際を離れ人混みを歩き始める。

　伯母はもともと社交界の中心人物でもあるため、ひとが集まっているほうに行けば会えるだろうと思っていたが……

「カミリア、カミリア。まぁこの子ったら。またそんな地味なドレスを着てくるなんて」

「まぁ、伯母様！　お久しぶりですわ」

　思いがけず伯母のほうから声をかけられ、カミリアはぱっと笑顔になった。

　婦人用の杖を手にこちらにやってくるのは、髪に白いものが混じり始めたにもかかわらず、しゃんと背筋を伸ばした美しい貴婦人だ。その背筋の良さと醸し出される存在感から、周囲の人々も自然と彼女に道を譲る。

　おかげで少し注目を浴びていることに苦笑しながらも、カミリアはドレスの裾をつまんで頭を下げた。

「ごきげんよう、アメリア伯母様。当家の舞踏会へようこそおいでくださいました」

「ええ、わたくしも久々に実家に帰ってこられて嬉しいわ。あなたも元気そうでなにより」

　軽いハグとキスを交わして、伯母と姪の二人はにっこり笑い合った。

「ちょうど伯母様を捜していたの。ご挨拶しなくちゃと思って」

「あら、奇遇ね。わたくしもあなたを捜していたのよ。紹介したい方がいるものだから」

「わたしに、紹介？」

　驚きに目を瞠るカミリアに、アメリアは悪戯っぽく片目を閉じた。

「会場だとちょっと目立ってしまう方だから、お庭にお待たせしているわ。わたくしの顔を立てて、とりあえず会ってちょうだいな」

「伯母様がそうおっしゃるなら……」

　断ることもできずに頷くが、内心では戸惑いを隠せない。

　なにせ今開かれているのは、キャロルの結婚相手探しの舞踏会なのだ。

「……伯母様、その方は本当にわたしに紹介したいお相手なの？　キャロルではなく？」

「キャロルの結婚相手は、あの子の両親が見つけるのでしょう。弟夫婦はわたくしの意見など聞かないわ。そのくせ結婚式では前列に座って、祝福をしてくれと言うのでしょうね。都合のいいところにばかり使おうとするのだから」

　笑顔ながら辛辣に言い切る伯母に、カミリアは苦笑する。父伯爵は姉アメリアのこういう物言いを苦手としていたが、カミリアは爽快に思っていた。

　――そんな伯母の紹介だから、無下にすることはきっとできない。それを憂いながら、カミリアは伯母とともに庭へ出た。

「ごきげんよう、公爵。姪を連れてきましたよ」

　明かりが抑えられた奥の暗がりに向け、アメリアが呼びかける。

　彼女の口から『公爵』という呼称が出てきたことに、カミリアはぎょっとするが、伯母を問いただす前に、すっと長身の影が姿を現した。

「カミリア、紹介しますよ。彼はレナルド・ザーヴィス公爵閣下。まだ二十歳をいくらか過ぎたくらいでお若いけれど、去年亡くなられたお父上から爵位を継いで、今は王宮でも働いていらっしゃる立派な方よ。彼の母上とわたしは旧知の仲でね。お母上を通して、あなたと是非話をしてみたいと、わたくしに仲介を依頼されたのです」

　カミリアは驚きのあまりあんぐりと口を開けてしまう。慌てて口を閉じたのは、黒を基調とした夜会服に身を包んだ彼が、胸に手を当て一礼してきたからだ。

「こんばんは、カミリア・フォーゼッタ嬢。レナルド・ザーヴィスと申します。このようなところにお呼び立てして申し訳ありません。ですがわたしが出ていくと、おそらくフォーゼッタ伯爵夫妻はわたしを離してくれなくなると思いまして。シンプソン侯爵夫人にお願いして、あなたを連れ出してもらったのです」

　耳に心地いい青年の声だった。思わず聞き惚れてしまいそうになるが、相手は公爵閣下だ。粗相はできない。カミリアはこくりと唾を飲んだ。

「い、いえ、おかまいなく……。改めまして、カミリア・フォーゼッタと申します。こ、今宵は当家においでくださり、恐悦至極に存じます……」

　緊張のあまり、伯母仕込みの挨拶も、情けないほど上擦ったものになってしまう。

　姪の挨拶を見守っていたアメリア伯母は、扇を広げた陰でコロコロと笑った。

「ふふっ、すっかり固くなってしまって。公爵、うちの姪はこのとおり恥ずかしがり屋ですから、お手柔らかにお願いしますね」

「もちろんです。仲介くださった侯爵夫人に顔向けできない真似は断じていたしません」

「そのお言葉、信用しておりますよ」

　アメリアはそう言うと、「じゃあわたしはこれで」と会場へ戻ろうとする。

　二人きりにされる予感に息を呑むカミリアだが、扇の陰から伯母が「頑張ってね」と小声で囁いたのを聞きつけ、口元を引き攣らせてしまった。

（伯母様、いったいどういうつもりで公爵様とわたしを一緒になさるのよ……!?）

　どう考えても身分不相応なのに！

　そもそもなにを話せばいいのか……と考えるカミリアに、公爵がそっと声をかけてきた。

「驚かせてしまって申し訳ない。どうか、そんなに固くならないで。今日はあなたと少しお話ししたかっただけなのです」

「話……わ、わたくしとですか？」

　妹のキャロルではなく？　と言外に含めると、公爵はにっこりと頷いた。

　暗がりなのではっきりと姿が見えないが、それでも彼がすらりとした長身であることははっきりわかる。顔立ちも整っているようだが、それ以上に柔らかい笑みを浮かべているのがわかって、カミリアは少しずつ緊張を解いていった。

「シンプソン侯爵夫人から、あなたがたいそうな読書好きで、歴史にも造詣が深いことを聞いたのです。わたしも歴史が好きなのですが、あいにく周りにはそういったことで話の合う人間が少なくて……。よければ、わたしの邸にきて、二人で歴史のことについてお話できないかと思ったのです」

　カミリアはまた口をあんぐり開けてしまいそうになって、慌てて閉じる。

　確かにカミリアは読書好きで、歴史に関わる書物や伝記を読むのが大好きだ。だが、それだけで邸に招待したいなどと……

（な、なにか裏がありそう……！）

　思わず疑ってしまうカミリアの前で、公爵は「これが招待状です」と手紙を差し出してくる。

　カミリアが動けずにいると、彼は自ら彼女の手に招待状を握らせてきた。

「今日はこれをお渡ししたかっただけですので、すぐにお暇させていただきます。どうかよい夜をお過ごしください」

　青年公爵はそう言うと、カミリアの手を持ち上げ、甲にそっと口づけた。

　会場からの明かりが差し込んで、伏せられた彼の長い睫毛をキラキラと輝かせる。カミリアは恥ずかしさのあまり真っ赤になってしまい、こくこくと頷くのが精一杯だった。

　彼が一礼して立ち去ったあとも、狐につままれた心地でしばらく立ち尽くしてしまった。

「公爵様からの招待状……だなんて……」

　予想だにしなかった事態だ。とんでもないものをもらってしまった。

　受け取ってしまったからには無視することもできず、カミリアは半ば混乱したまま、急いで自室へ戻る。舞踏会は最高潮で、カミリアを気に留める者は誰もいない。このときほど、それをありがたいと思ったことはなかった。

　着替えの手伝いにやってきたメイドを「忙しいだろうから会場へ行って。わたしは一人で大丈夫」と追い返し、カミリアは招待状をじっと眺める。

　心臓がとくとくと速い鼓動を刻んでいる……歴史のことを話したいと呼ばれただけなのに、異性からの誘い自体がこれまで少なかったこともあって、純粋に喜べばいいのか、疑ってかかるべきなのか、判断がつかない。

　しかし、暗がりでも優しそうで美しいとわかる青年公爵に誘われて、無心でいられるほどカミリアも世を捨ててはいないのだ。

（ああもう、どうしてこんな事態に……！）

　高まる鼓動を持て余して、その夜のカミリアは遅い時間まで、寝台の上をバタバタと転げ回っていた。
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「なにを悩む必要があるの？　公爵様からのお誘いでしょう？　どのみち断ることができない相手なんだから、行くしかないじゃない」

　キャロルの答えは明快だ。カミリアは相談相手を間違えたかしらと頭を抱えたくなった。

「でも、だって、公爵様ともあろう方が、どうして一介の伯爵令嬢のわたしに招待状なんて寄越すのよ。キャロルだったらわかるけれど……っ」

　胸に抱えたクッションに顔を埋め、うじうじと悩むカミリアの前で、優雅に紅茶を啜ったキャロルはため息をついてきた。

「『わたしだったらわかる』ってどういう意味よ？」

「そのままの意味よっ。歴史の話をしたいなんて口実で、あなたといい雰囲気になるために誘ったのかと思うじゃない」

「あのねぇ、それなら昨夜のうちにわたしに直接会いにきたと思うわよ？　公爵様はわたしやお父様に見つかるのを嫌がって、わざわざ伯母様に仲介をお願いしたのでしょう？　それなら確実にあなた狙いに決まっているじゃない！」

「『狙い』とか言わないでよー！」

　カミリアはほとんど泣きそうな顔で頭を抱えてしまった。

　――盛況だった舞踏会から一夜が明けた。泊まっていった客人が帰途に就き、片付けもあらかた終わった頃。一晩あれこれ悩みすぎて寝不足に陥ったカミリアは、藁にもすがる思いで妹のキャロルのもとを訪れた。

　カミリアから訪ねてくることは滅多にないだけに、キャロルは来訪を喜んでいたようだが、姉があまりにグズグズ悩んでいるせいか、今やすっかりあきれ顔である。

「この前も言ったけれど、カミリアは自分に自信がなさ過ぎるわよ。それに公爵様は純粋に歴史談義をしたくて、あなたに招待状を渡したかもしれないじゃない」

「本当にそうかしら……」

「まぁ、あわよくばそれをきっかけに仲良くなりたいと思っているかもしれないわね。もちろんあなたとよ、カミリア。わたしじゃなく」

「でも、これまでわたしと仲良くなったひとは、全員あなたが目当てだったし……」

「だからって公爵様もそうとは限らないじゃない！　さっきも言ったけれど、公爵様がもともとわたし狙いなら、昨夜の舞踏会でわたしとお付き合いしたいと宣言していたはずよ。あのザーヴィス公爵だもの。異を唱える人間なんてまず出てこないじゃない」

　カミリアは渋々頷く。

　事実、ザーヴィス公爵は社交界に疎いカミリアとて、その名を聞くほどの有名人だ。

　領地管理の傍ら、王宮では国王直属の文官として働き、重要書類の作成や国王の手紙の代筆などを務めているという。

　最近まで隣国に留学していたので、まだまだ実績と呼べるものは少ないが、国王の信頼は厚く、幼少の王太子やその弟王子もよく懐いているともっぱらの噂だ。

　だが、だからこそ、なぜそのような人物がカミリアなどに……という疑念が拭えない。

　難しい顔で黙り込むカミリアに再びため息をついて、キャロルはひょいっと招待状を取り上げる。そこには、明後日は邸で一日過ごすので、是非ゆっくりと自分の書庫を見てほしいとしたためてあった。

「……そういえば、ザーヴィス公爵様のお邸の書庫って、国内外から取り寄せた歴史書や伝記で、床から天井までびっしり埋まっているって聞いたことがあるわ。専門的な書物もいっぱいあって、王立図書館よりもすごい蔵書数だって小耳に挟んだことが」

　すごい蔵書数、というところで、カミリアの肩がピクッと動く。それを見たキャロルはさらに言葉を重ねた。

「でも、そのぶん警備も厳重らしいわ。こういう機会でもないと、書庫に招待してもらうなんて一生無理かもしれないわね。カミリアは千載一遇のこのチャンスを、うじうじした悩みのせいで棒に振るつもりなのかしら？」

「……」

「ね、そんなに不安なら、わたしも一緒に行くわよ。そうすれば公爵様の目的をはっきりさせることもできるわ。あなたの言うとおり、公爵様の狙いがわたしなのかどうかをね。ね？　そうしましょ？」

「……」

　カミリアはクッションに顔を埋めたまま、めまぐるしく頭を働かせる。

　――確かにキャロルが一緒なら、公爵の狙いが妹だった場合、二人を一緒にいさせて自分は書庫を見せてもらうことが可能かもしれない。

　もし万一……万が一、公爵の狙いがカミリアにあったとしても、本当に歴史談義がしたいだけなら、そう悪い誘いではない。

　歴史について話せる相手がいないのはカミリアも同じだ。誰かとともに楽しめるものなら楽しみたい。

　カミリアの気持ちが前向きになっていくのを察したのだろう。お茶を飲み干したキャロルが「さて！」と笑顔で立ち上がった。

「そうと決まったら、さっそくお母様とお父様にお出かけの許可を取ってこなくちゃ。行くわよ、カミリア」

「え、え？　今から？　本当に？」

「もちろんよ！　そのあとはドレスを選びましょう。曲がりなりにも公爵家にお邪魔するのだもの。それなりの格好をしていかないと！」

「ほ、本気で言っているの、キャロル？」

「当然よ！　ほら、早く行くわよ！」

　あれよあれよと引きずられ、気づけば二人は両親に笑顔で「是非とも招待を受けて、公爵家との繋がりを作ってくるように！」と命じられていた。キャロルだけではなく母までドレス選びに参加して、準備だけでカミリアはヘトヘトになってしまう。

　――そして二日後、双子の姉妹は伯爵家の紋を掲げた馬車に乗り込み、ザーヴィス公爵邸へと出かけていったのだった。







「ようこそ、フォーゼッタ伯爵家のお嬢様方。是非ゆっくりしていってください」

　公爵から渡された招待状を見せると、二人はすぐに応接間へと通され、薫り高い紅茶と美味しい菓子を振る舞われた。

　緊張のあまりどきどきしながら待っていたが、公爵はさほど時間をかけずに二人のもとへやってきて、嬉しそうに微笑んだのだ。

「今日は是非僕の書庫を見ていただきたくて、カミリア嬢をご招待しました。キャロル嬢もご一緒にいかがですか？」

　青年公爵の誘いはあくまで儀礼的なもので、下心は感じられない。その証拠に、キャロルが「いいえ、わたくしはあいにく本や勉強の類は苦手でして」と辞退すると、あっさり「そうでしたか」と頷いた。

「では、是非当家自慢の庭をお楽しみください。西のほうにはガゼボがあるのですが、近くに小川も引いているので、楽しめると思いますよ」

　公爵の提案に、キャロルはほっとした様子で大きく頷く。

「まぁ、それは素敵ですわ。わたくしはさっそくそちらに向かいますので、姉をよろしくお願いいたします」

　――どうやらキャロルはカミリアと公爵を二人きりにしたいらしい。案内の執事が扉を開けると、そそくさと応接間を出ていってしまった。

「では、カミリア嬢。行きましょうか」

「え、ええ……。いえ……。公爵様、本当にわたしと一緒でよろしいのですか？」

「と、言いますと？」

　公爵がきょとんとした顔で尋ねてくる。彼のそんな顔を見ると、自分の持つ疑問がおおよそ見当外れのような気がして、カミリアは言いよどんだ。

「いえ、その……こ、公爵様は本当は、妹と話をしたいと思っているのではないか、と」

「妹君が歴史や本に造詣が深いならば、もちろんお話ししたいと思いますが、ご本人はそうではないと言っていましたよね？　実は違うのかな？」

「いえ……妹は、あまり勉強は好きではなくて」

「ならば、歴史談義など退屈なだけでしょう。幸い我が家にはギャラリーや音楽室も完備していますので、そちらでゆっくり過ごしていただいたほうが楽しめると思います」

「そう……ですね。ええ。すみません、妙なことを申しまして」

　どうやら本当に、公爵はキャロルのことを意識していないらしい。純粋にカミリアと歴史談義がしたかっただけだとわかって、嬉しいような気まずいような、複雑な気持ちに駆られた。

「では、書庫に行きましょうか。お茶とお菓子も用意しておりますよ」

　公爵は嬉しそうにカミリアに腕を差し出してくる。カミリアはどきどきしながらその肘に手を置いて、彼のエスコートを受けた。

　ちらっと目をやると、彼の横顔が視界に入る。先日は暗がりでよく見えなかった彼の顔かたちが、はっきりと露わになっていた。

　天気がいいせいか、窓から入る光を受けて、彼の癖のない明るい金髪はキラキラ輝いている。青い瞳は海のようだ。目鼻立ちも整っていて、高い鼻筋やすっきりとした頬のラインなど、つい見惚れてしまう。

　男のひとに用いる呼称ではないかもしれないが、美人という言葉が真っ先に浮かぶ美麗な容姿だった。

　そんなひとから誘いを受けたという事実に改めて真っ赤になっていると、公爵が「つきましたよ」と声をかけてくる。いつの間にか二人は大きな扉の前に立っていた。

「気に入っていただけるとよいのですが」

　公爵は自ら取っ手に手をかけ、扉を大きく開け放つ。

　そうして見えた光景に、カミリアは思わず感嘆の声を漏らしてしまった。

「なんて数の本かしら……！」

　キャロルから聞いたとおり……いや、それ以上の蔵書数だ。広々とした書庫には所狭しと本棚が並べられ、どの棚にもぎっしりと本が詰まっている。奥には二階へ続くはしごもかかっていて、少し高いところにも本棚が並んでいるのがはっきり見えた。

「蔵書数では王立図書館には敵いませんが、専門書はそれなりにそろっていると自負しています。我が家は代々の当主が読書好きで、研究者も輩出しているので、自然といろんな分野の本が集まるのですよ」

　歴史以外にも近隣諸国の文学集や詩集、地理、文化に関する書物、地学や天文学、植物や動物、昆虫に関する本もあって、貴重な書物の数々に、カミリアはめまいを覚えた。

「すごいわ。一生かかっても読み切れなさそう……」

「本当に。僕もまだ半分も読めていません」

「えっ。半分近くお読みになったの!?」

　公爵は「そうなんです」と少し照れた様子で頬を掻く。親しみの見える仕草に、大量の本を見た興奮も相まって、カミリアの心はずいぶん軽くなった。

「すごいわ。尊敬します。公爵様としてのお勤めもお忙しいでしょうに」

「いえいえ。そういった務めは父が亡くなってからのことですから、最近まで自由にできていました。留学もさせてもらえたし、父には感謝しています」

　そして書庫の奥に進んだ彼は、とある棚をカミリアに示した。

「ここから先はすべて歴史書です。近隣諸国の歴史はすべて網羅しています。反対側は伝記や英雄譚、おとぎ話の類もたくさん入っていて、読み物としてとても面白いですよ」

「伝記は大好きですわ……。まぁ！『スマトゥーラの冒険』がそろっているわ！　この作品は王立図書館でも抜けがあって……ああ、ずっと読みたかった九巻がある……！」

　感激のあまり涙ぐむカミリアに、公爵はうんうんと頷いた。

「ちょうど九巻が出る前は著者の近辺で争乱があったそうですからね。原稿を持ってなんとか逃げ延びたものの、予算がなくて、あまり数を刷れなかったと聞いています。その後も燃やされたりなんかして……現存する書物は百冊ないと言われていますからね」

「そのうちの一冊が公爵家に実在していたなんて……っ。ああ、素晴らしいわ」

　思わず祈りの形に手を組むと、公爵はその九巻を引き抜き、差し出してきた。

「持って帰って読んでください。あなたのような読者に読まれることこそ、この本にとっての誉れでしょう」

「えっ、そんな、持ち出してもよろしいのですか？　貴重な本ですのに……っ」

「そのことをわかっているあなたが、本を粗末に扱うはずがありませんから」

　カミリアは震える手で本を受け取る。

　ずっと読みたかった九巻……これまで内容を想像しながら、十巻から先を読むしかできなかっただけに、感動もひとしおだ。

　頬を紅潮させて、今にも感涙しそうなカミリアに、公爵はにっこり笑った。

「それに、その九巻の舞台は、我が国の南にあるセンジュ半島になっているんです。当時の風景が細かく描写されていて、歴史的観点から見るのもとても楽しくて――」

「まぁっ、本当に？　この作品は百五十年前の近隣諸国が舞台ですから、当時の暮らしぶりを知る歴史的資料にもなりますね！」

「そうなんです！　挿絵にもそのあたりがよく描かれていて――」

　――そうして二人は、気づけば本棚と本棚のあいだに立って、三十分も当時の半島の暮らしぶりについて話し込んでいた。

　ハッと我に返ったのは、執事が茶を運んできたときだ。「おかわりをお持ちしました」と声をかけられ、二人は茶菓子に手をつけていないどころか、座っていないことにも気づかされた。

「失礼いたしました。ご婦人を立たせておくなど……あなたとのお話が楽しくて、ついご案内するのを忘れておりました」

「いいえ、わたしもすっかり夢中になってしまって……。作品もそうですが、国の歴史や風土について、これほど誰かとお話できたのは初めてのことで」

　はしたなくも興奮してしまった、と汗を拭くカミリアに、僕もですよ、と公爵は笑った。

「本当に、とても楽しい話で……。こんなふうに歴史について語れたのは、子供の頃以来かもしれません」

　ようやく茶が用意されたテーブルに着いたカミリアは、温かなカップを手に小さく微笑む。それを見た公爵がわずかに眉を上げた。

「と言うと、幼い頃は歴史についてお話しできる方がそばにいらしたと？」

「あ、いいえ。そうではなくて。たまたま貴婦人同士のお茶会に参加したとき、歴史が好きだという男の子がいて、その子と盛り上がったことがあったので」

　――思えばそれももう十年近く前のことだ。社交期の昼の集まりかなにかで、カミリアとキャロルは母とともに顔を出した。貴婦人たちが茶と世間話を楽しむ中、子供たちは近くの湖や森の入り口あたりで、思い思いに遊んでいたのだ。

　当時から異性を魅了していたキャロルはさっそくボート遊びに誘われていたが、カミリアは同乗を断り、湖畔をゆったり歩いていた。そこで、大木の陰に座り込み、分厚い本を読む少年を見つけたのだ。

　自分より二つか三つ年上に見えたが、いかんせん瓶の底のような分厚いレンズの眼鏡をかけていて、正確な年齢はわからなかった。カミリアが声をかけたときも不機嫌な顔をしていたが、彼女が本に興味を示すと、一転して楽しそうに内容を話してくれた。

　それはこの大陸の古い宗教を集めた本だった。精霊や神々がたくさん出てくる内容が新鮮で、カミリアも一緒になって楽しんだものだ。

　それから何回か似たような茶会で一緒になり、そのたびに最近読んだ本のことや、勉学のことなどを話していたが、ある日を境に彼はぱったりと姿を見せなくなった。

「あの場に連れてこられていたということは、彼もどこかの家の令息だったと思うのです。でもわたしったらうっかりしていて、彼の名前もおうちのことも、なにも聞かずにいたんです。だから今どこでなにをしているかもわからなくて……」

「……きっとその少年も本や勉強について話すのが楽しすぎて、名前を明かす時間すら惜しいと思ってしまったんでしょうね。子供らしくて微笑ましい話です」

　つまらない話と言わずに、そう答えてくれる公爵にほっとして、カミリアも「そうですね」と頷いた。

「でも、今日はそのとき以上に専門的なお話がたくさんできましたわ。本当にありがとうございました」

　カミリアがにっこり笑って頭を下げると、公爵はほんの少しなにかを考える素振りを見せる。彼はおもむろに手を伸ばして、カミリアの手を取ってきた。

「公爵様……？」

「レナルドと呼んでいただけませんか？」

　これまでと違い真剣な顔で言われて、カミリアはドキッとした。

「そんな……無理ですわ。公爵様をそのような……ご親戚でも、特別な仲でもありませんのに」

「では、特別な仲になればいい。いや、僕をあなたの特別な相手にしてほしい」

「公爵様」

「カミリア・フォーゼッタ嬢。どうかわたしと、結婚を前提にお付き合いしていただけませんか？」

　思いも寄らない求婚に、カミリアは頭が真っ白になった。

「……」

「カミリア嬢？」

「……あ」

　公爵様相手に無言でいるなど失礼極まりない。だがなんと答えたらいいかわからず、カミリアの薄青の瞳は何度も宙をさまよった。

「……そ、その……。突然のことで、なんとも」

「それは、当然のことです。すみません、僕が性急すぎました。でも、この思いは本気だということは胸に留めていただきたい」

　カミリアから手を引いても、公爵のまなざしはひたむきなまま変わらない。そのことがいっそうカミリアをどぎまぎさせた。

「わたし……わたし、公爵様はわたしではなく、妹に興味があるのだと思っていました」

「……そういえばここに案内する前にも、そのようなことを言っていましたね。ですが、僕が想っているのはあなたですよ、カミリア嬢」

　まっすぐな告白に心が揺らぐ。単純に嬉しく思うのに、本当に？　という疑念が拭えず、どうしても素直に頷くことができない。

　唇を噛みしめうつむいたカミリアを見て、公爵もハッとした様子で身を引いた。

「……すみません。あなたを困らせるつもりはなかったのに。つい……話が合うことが楽しくて、急ぎすぎました。今回の求婚は聞かなかったことにしてください」

「公爵様……」

　潔く頭を下げる公爵にカミリアは戸惑う。顔を上げた彼は、引き続き真剣なまなざしで言った。

「その代わり……どうか、歴史や本が好きという共通項を持つ者として、今後も僕とお付き合いしていただけませんか？　仲のいい友人として」

「友人……」

「今後もこうして、気に入りの本でも持ち寄りながら、楽しい話ができればと思います。その過程で僕を知っていただいて……あなたさえよければ、もう一度――」

　誠実な言葉に、胸がとくんと甘く高鳴る。

　――本当に？　本当に彼はカミリアに求婚したいと思ってくれている？　これまでの男性たちのように、カミリアが本気になった頃に手のひらを返して、キャロルのほうへ行ってしまうのでは……？

　だが、今はその求婚を引っ込め、友人として仲良くなりたいと申し出てくれている。

　カミリアとて、これほど話が弾む相手に出会ったのは初めてのことだ。この書庫ももっともっと見てみたいし……彼との会話も楽しみたい。

　考えに考えたのち、カミリアはゆっくり頷いた。

「……はい、あの、お友達から、なら……」

「ありがとう。あなたの寛大さに感謝します」

　公爵は心底ほっとした様子で、カミリアに微笑みかけた。

「せっかくだから、もう少しお話ししていってください。本当は夕食にお誘いしたいところだけど……それだと友人の範囲を超えてしまいそうなので、今日は我慢します」

　悪戯っぽく片目をつむる彼に、カミリアは「まぁ」と口元をほころばせる。どうやら彼はユーモアのセンスもあるようだ。

　それからは書庫に入った直後と同じく、本の話題に終始した。あまりに楽しくて、紅茶の入ったポットが空になる頃には、日が傾き始めていた。

「馬車寄場までエスコートさせてください。あなたの妹君も執事に案内させます」

「ありがとうございます」

　……そういえばキャロルを三時間近く一人にしてしまった。大丈夫だったかしら？　と思ったカミリアだったが、玄関で合流したキャロルは不思議と充実した様子で、にこにこと頬を染めていた。

「では、お嬢様方。またお目にかかる日まで」

　二人が馬車に乗り込むのを見届け、公爵が胸の手を当てて頭を下げる。二人も礼を返し、見送ってくれる彼に窓から手を振り続けた。

「その様子だと上手くいったみたいね、カミリア。ね？　公爵様はわたし目当てなんかじゃなかったでしょう？」

　キャロルがなぜだか自信満々に胸を張る。カミリアはくすりと笑った。

「ええ、そうみたい……。でも、どうしてわたしなんかがいいのかしら？　本と歴史好きというだけで、まさか……友人になりたいと言われるとは思わなかった」

　危うく『求婚された』と言いかけて、慌てて直す。変に思われなかったかとひやりとしたが、キャロルは「まぁたそうやって！」と頬を膨らませていた。

「わたし『なんか』なんて言わないの。公爵様はその本と歴史好きのあなたがいいと思ったんだから。必要以上に自分を卑下するのは、あなたを招待してくださった公爵様に対しても失礼に当たると思うわ」

「それは……」

　確かにそうだ。カミリアは押し黙る。

　そんな彼女に、キャロルは訳知り顔でニヤニヤと近づいてきた。

「でも『友人』ってどうなの？　よくて恋人……もっと言うと、求婚までされちゃうんじゃないかと思っていたんだけど」

「さ、されるわけないでしょう？　昨日今日で求婚なんて、現実的じゃないわ……」

　つんと突っぱねるものの、なぜだか妹は「ふ～ん？」とにやけている。

　目を合わせたら最後、根掘り葉掘り聞かれそうな気がして、カミリアはその後は窓の外だけを見つめていた。

　夕日を浴びて少し色濃くなった空を眺めていると、公爵の瞳を思い出す。

　同時に求婚してきたときの彼の真剣なまなざしまで浮かんできて、その後はずっと胸がどきどきしっぱなしになってしまった。










第三話

恋というもの











　それからというもの、公爵家からは頻繁に招待状が届くようになった。

　ただでさえ多くの家から手紙が届く社交期だ。カミリアはあらかじめ手紙をより分ける執事にお願いして、ザーヴィス公爵からの手紙は直接届けてもらえるようにした。おかげで両親に知られることなく、公爵の招待を受けることができたのだ。

「お父様やお母様が公爵家からの招待状を見たら、中身なんて確認しないで、とにかくわたしを連れて押しかけていたでしょうから、執事に持ってきてもらうのは正解ね」

　と、事の次第を姉から聞き出したキャロルは、嬉しげに微笑みかけてくる。

　ふと、カミリアはキャロル自身は公爵に興味はないのだろうかと疑問に思った。

　家柄もさることながら、公爵は美麗な顔立ちの好青年だ。たいていの令嬢はうっとりと見入ってしまうと思うのだが。

「わたしはああいう線の細い方は好きじゃないの。もっとがっしりと頼りがいがあって、いかにも護ってくれそうという方がタイプなのよ！」

　うっとりと頬を染めてキャロルは答える。その割に両親が連れてくるのは公爵のようなタイプばかりなので、個人的には嬉しくないのだと唇を尖らせていた。

　思えば妹の好みを聞くのは初めてだ。いつも多くの人間に囲まれてちやほやされているから、さぞいい気分だろうと思っていたが、実際にはそうでもないらしい。美人に生まれるのもそれはそれで大変なのだと、カミリアは今になって知ることになった。

　――そのことを、翌日公爵家を訪問した折に公爵に話すと、彼は少し苦笑気味に頷いていた。

「こういう家柄に生まれたこともあって、僕も見た目やステイタスだけで判断されることがよくあるよ。持たざる者から見れば、うらやましかったり妬ましかったりするのだろうけど、持っている者は持っている者で、そうじゃない者を同じように見ているものさ」

「そういうものなのですか……」

　しみじみとした公爵の言葉には説得力がある。今まで両親に大切にされ、多くのひとを魅了する妹を複雑な思いで見ていたけれど、キャロルはキャロルで、両親から放っておいてもらえるカミリアをうらやましく思っていたのかもしれない。

　そんなことを考えていると、公爵がそっと手を伸ばしてきて、カミリアの唇を人差し指で押さえてきた。

「こ、公爵様？」

「また敬語になっていたよ、カミリア。それに呼び方も。レナルドと呼んでくれと何度も言っているのに。僕たちはもう歴史と書物を介した無二の友人なのだから、堅苦しい会話はなしだ。前々回そう約束したのに、気づくと君は固くなってしまっている」

　そう言われても……とカミリアは眉尻を下げる。

　確かに、これまでの五回の訪問を通じ、二人の仲はぐんと近づいた。

　公爵……レナルドはただ歴史に詳しいだけでなく、現存する資料を擦り合わせて考察するなど、ほとんど研究者のようなことをしている。留学中にいくつか論文を執筆したらしく、それが大いに評価されて、帰国した今も執筆依頼が入るそうだ。

　公爵としての責務の合間を縫って、趣味も兼ねて楽しんでいるそうだが、とても一般人が太刀打ちできる知識量ではない。

　だが彼はおごることなく、カミリアが話す「当時はこうだったのではないかしら……」という想像にも、きちんと耳を傾けてくれた。なんとも恥ずかしい限りだが、彼曰く、「カミリアは僕にはない視点から事象を見ていることがあるから、どんな意見でもとても参考になるし興味深いよ」とのことだった。

　カミリアはカミリアで彼の知識を大いに楽しんでいるため、過去五回の訪問はまさに光陰矢のごとしといった具合で時間が過ぎた。気づいたらもう帰宅の時間で、後ろ髪を引かれながら伯爵家の馬車に乗り込んだこともあった。

　だから彼と話すこと自体は、とても楽しくて有意義なのだが……やはり相手は国王の近くで働く〝公爵様〟だ。自分ごときが親しくしていい相手ではない気がして、どうしても緊張してしまう。

「ごめんね、困らせたいわけではないのだけど」

　うつむいたカミリアを見て、レナルドが小さな声で謝ってくる。

　彼がこうやって気遣ってくれるから、よけいに申し訳なくて、カミリアは「いえ、そんな」と慌てて首を振った。

「あの、レナルド様、一つお聞きし……いえ、聞いてもいいかしら？」

「もちろん。一つと言わずになんでも聞いて」

「わたしが歴史や本を好きでいることを、どうやって知ったの？　わたしにはあまり友達もいないし、王立図書館や博物館くらいしか足を運ぶところもないから、不思議に思って」

　伯母のアメリアから聞いたのだろうか？　と考えていると、レナルドは形のいい唇でにっこり微笑んだ。

「それはまだ教えられないかな。君がもう少し打ち解けてくれたら教えてあげる」

「……なんでも聞いてって言ったのに」

「なんでも答えるとは言っていないからね」

　ほんの少し意地悪な言い方をして、レナルドは片目をつむる。カミリアは「ずるいわ」と頬を膨らませた。

「膨れた君も可愛らしいな。――さて、怒らせてしまったお詫びに、今日は外でお茶にしないかい？　ガゼボの周りで薔薇が綺麗に咲いているんだ。ずっと書庫にこもってばかりだから、たまにはいいと思ったのだけど」

　外でお茶、の言葉に、どこかに出かけるつもりなのかしら、と思ったカミリアはどきりとしてしまった。

　確かにレナルドとは友情を築けていると思うが、邸の外を一緒に歩くとなれば、周りは『交際している二人』という目で見てくることだろう。まだ彼とそういう関係だと周囲に思われる心の準備ができていない。

　だからこそ、『ガゼボ』という言葉が続いたのには心底ほっとした。邸の敷地内であれば誰かに見られることはないから。

　――と同時に、そう思った自分に少し嫌気が差した。

　レナルドは最初からカミリアへの好意を示してくれているのに、自分は依然として彼とそのような関係になることを、まともに考えられていない。

　身分差や、これまで男性とのあいだにあった苦い経験が邪魔をして、結論を出すところか、真面目に向き合うことすらできないでいるのだ。

　カミリアの複雑な胸中に気づいているのかいないのか、卓上のベルを鳴らしたレナルドは、ほどなくやってきた執事にガゼボの用意を言いつけた。

「ではさっそく行こうか。冷たいレモネードも用意してあるから」

　嬉しそうなレナルドの面持ちを見ると、よけいに罪悪感が刺激されて、唇を噛みしめてしまう。

　案内されたガゼボのテーブルには、茶の時間が近いこともあり、サンドウィッチやパイ、スコーンや小さなケーキがたくさん用意されていた。飲み物も、氷がたくさん入ったレモネードから、桃のジュース、ハーブティー、紅茶と用意されていて、美しい庭の景観と相まって、ちょっとしたパーティーに招待された気分だ。

　だが胸に居座る暗い気持ちのおかげで、心から楽しむことはできず、会話もいつもより弾むことはなかった。こんなことでは失礼に当たる。さすがのレナルドも気分を害するのではないかと思ったが、彼はいつも通り、終始優しい笑みを浮かべていた。

「また近いうちに手紙を出すよ。来週には注文していた本も届く予定だから」

「ええ……。楽しみにしているわ」

　別れ際はなんとか微笑むことができたが、気分が重いのは変わりない。馬車に乗ったあとも、レナルドは長いこと見送ってくれたが、カミリアは逆にいたたまれなく思った。

　――そしてその日から、三日と空けずに届いていた彼からの手紙は、ぱったりと途絶えてしまった。
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「――それで失恋したと思って泣いていたわけ？　馬鹿じゃないの!?　というか、あなたたちまだ付き合っていなかったの？　信じられない！　あれほど頻繁に招待を受けていたくせに！」

　レナルドと最後に会ってから一週間。あれから一度も手紙が届いていない旨を執事から伝えられ、カミリアは沈み込んでしまった。

　昼からカーテンを引いて自室に閉じこもり、クッションに顔を埋めてぐじぐじしていると、話を聞きつけたらしいキャロルが心配して訪ねてきたのだ。

　が、いざ姉から事の次第を聞くと、同情気味だった視線はたちまちつり上がり、最終的に『馬鹿』という罵りまで飛び出してくるようになった。

「なにも知らないくせに馬鹿呼ばわりしないでよ！　わたしのことは放っておいて！」

「放っておけないからこうしてきてあげたんじゃないの。ああ、まったく、公爵様もなにをやっているんだか。友情だのなんだの、まどろっこしいことなんかしないで、さっさとカミリアを落としちゃえばいいのに！」

　なぜだかキャロルのほうがひどく怒った様子で地団駄を踏んでいる。淑女らしくない仕草にカミリアは眉を顰めたが、すぐにしゅんとうなだれた。

「……レナルド様は悪くないわ。むしろわたしが悪いのよ。わたしがいつになっても友人の姿勢を崩さなかったから、彼もきっと嫌になったのでしょうね……」

「あのね、カミリア、公爵様本人がそう言ってきたならまだしも、単に手紙がこないだけであれこれ憶測するのは早計すぎると思うわ。いっそカミリアのほうから手紙を出して、会いたいって言えばいいじゃない」

「ええっ？　そんな、できるはずないわ。わたしからお誘いなんて……！」

　ぎょっと目を見開くカミリアに、キャロルは「できないじゃなくて、やるのよ」と凄んできた。

「カミリアが書かないならわたしが書いちゃうわよ。『お目にかかれなくてさみしいです』って。ついでに『愛しています』ってうっかり書いちゃうかも――」

「きゃーー！　やめてっ、やめてキャロルっ、それだけはだめーー！」

　真剣な面持ちで文面を考える妹にカミリアは真っ青になる。が、そうやって騒いでいると扉がノックされて、執事が顔を出した。

「キャロルお嬢様、奥様がお呼びです。明後日についてお話があるそうで……」

「ああ、はいはい。きっとめぼしい相手の家で行われる舞踏会の日程が被っちゃったとか、そんな話だわ。社交期が本格的になってきたから、この頃どこの家でもなにかしらやっていて……って、そうだわ」

　うんざりした顔をしていたキャロルは、突如なにかを思いついた様子で、ポンッと手を叩いた。

「舞踏会よ、カミリア！　公爵様もお立場上、どうしても断れない相手の舞踏会には参加なさっているはずよ。そこを狙って、偶然会っちゃったというふうを装えばいいんだわ！」

「えええ……っ？」

「わたし、さっそくお母様のところに行って、公爵様が顔を出しそうな舞踏会を見つけてくる！　朗報を待っていてね！」

「そんな、キャロル……！　……行っちゃった」

　こうと決まれば即座に動く妹の行動力に、カミリアは呆然と長椅子に座り込む。

（とはいえ、そうそうめぼしい舞踏会を見つけられるとは思えないわ。レナルド様が参加するのだから、基本的に格の高いお家の催しにしか行かないだろうし）

　と、自らに言い聞かせるように考えていたのだが、それはあっさり覆された。

「やったわ、カミリア！　どうやらわたしに気があるらしいボルドー公爵家の次男が、舞踏会の招待状を送ってくれていたわ！　家格が同じボルドー公爵家の舞踏会なら、ザーヴィス公爵様もきっといらっしゃるわよ。お母様にカミリアも行くって言っておいたからね！」

「ええっ!?　そんな、なにを勝手に……！」

「そうでもしないと、あなたどうせ逃げるでしょう？　舞踏会は明後日だから、今のうちにドレスを選んじゃいましょう！　ザーヴィス公爵はどんな装いがお好きなのかしら？」

「そんな、わたし行かない……っ、行かないからね？　行かないってば！」

　勝手に衣装棚を開けて物色し始める妹を、カミリアはおろおろしながらも怒鳴りつける。だがキャロルは聞いていない。

　そして当日は「カミリアが行かないならわたしも行かない！」と駄々をこねたキャロルを見かねて、両親が「早く支度しなさい！」と急かしてきたために、結局カミリアは引きずられていくことになってしまった。







「恨むわよ、キャロル……！」

　隣同士で座った馬車の中で、カミリアは両親に聞こえない声音で妹をなじる。しかしキャロルはのほほんと笑うばかりだ。

「まあまあ、いいじゃないの。せっかくおめかししたんだから、そんな怖い顔をしないで笑わないと。新調したその青いドレスも、とっても似合っていて素敵なんだから」

「あのねぇ……！」

「それに本当にザーヴィス公爵がくるかはわからないし。ね？」

　こなければこないで、ますます行く必要がないじゃないの……！　と思ったカミリアだが、件のボルドー公爵家の前まできてしまっては、もはや後戻りはできない。カミリアは仕方なく、両親とキャロルに続いて馬車を降りた。

　そして、果たしてよかったのか悪かったのか――会場入りしてすぐ、カミリアはレナルドの姿を見つけることができてしまった。

　初めて会ったときは黒っぽい夜会服に身を包んでいた彼だが、今日は深緑色の上着を着込んでいる。ひとによっては地味に見える色だが、レナルドの場合はまったく違った。むしろ濃い色合いが彼の明るい金髪をいっそう際立たせて、とても美しく見せている。

　おかげで大勢の目を引いてしまうのか、ほかの参加者もこぞって彼のもとへ詰めかけようとしていた。

「さぁ、カミリアもさっさと行ってらっしゃい！」

「む、無理、無理だから！　今だって大勢に囲まれているのに、あの中に入っていくなんて……きゃあ！」

　煮え切らないカミリアに業を煮やして、キャロルが姉の背中を突き飛ばす。

　おかげでカミリアはバランスを崩し――あろうことか、人混みの隙間を縫って、レナルドの胸に飛び込む形で倒れ込んでしまった。

「カミリア……!?」

　レナルドが呆然と呟く。

　――それもそうだろう。居並ぶ令嬢たちと楽しげに会話していた中、いきなりカミリアが胸に飛び込んできたのだ。

　一緒に倒れ込んでもおかしくなかったが、レナルドはすぐに踏ん張って彼女を受け止めた。

　一方のカミリアは真っ青になって凍りついてしまう。

「……あ、あ、わたし……っ」

　あまりのことに混乱して、謝罪の言葉も出てこない。

　それを見かねてか、近くにいた令嬢たちが、あからさまに不機嫌な顔になった。

「まぁ！　いきなり倒れ込んでおいて謝罪の一つもしないなんて。なんて非常識な方」

「いつまでザーヴィス公爵様に支えていただいているおつもり？　面の皮が厚いったら」

　棘のある言葉だが、いずれももっともな内容だ。涙目になったカミリアは「す、すみませ……」と消え入りそうな声を出すが、立ち去ろうとする前に腕をしっかり掴まれた。

「大丈夫かい？　どこか痛かったり、怪我をしたりは？　歩ける？」

　レナルドに優しい言葉をかけられて、いっそ泣きたくなる。なにも言えず頷くカミリアを見て、令嬢たちがまた騒いだ。

「このような無礼な方に、公爵様がお手を貸されることなど――」

「すまないが、彼女はわたしの大切なひとだ。侮辱するのはやめていただきたい」

　令嬢たち相手に、レナルドは毅然とした声でそう告げる。

　きっぱりした物言いもそうなら、彼の口から飛び出した『大切なひと』という言葉に、居並ぶ全員が全員、ぽかんと口を開けて驚愕していた。

「……え、え？　公爵様、それはどういう――」

「失礼。彼女を休ませたいので」

　ざわつく周囲にそう言って、レナルドはカミリアの肩を抱いて堂々と広間を横切っていく。窓から庭へと出て、人気がないところに到着してから、ようやく彼女の肩を離した。

「あ――の、レナルド様……」

　カミリアもまた、なんと言ったらいいのかわからず唇を震わせる。

『大切なひと』と呼ばれるなんて……あまりに衝撃が大きすぎて、これまで会わずにいた日々のさみしさやもどかしさまで吹き飛んでしまった。

　しかし、レナルドのほうはそうではなかったらしい。カミリアに「ごめん」といきなり謝ってきた。

「ずっと手紙を書けなくて、本当に申し訳なかった。実は君と最後に別れてから、少し目を患ってしまって。遠くにいる医者のもとへ行ってたんだ。出かける前は陛下に連絡をつけるのが精一杯で、帰ってきたのも今朝だったからバタバタしていて……。本当にすまない」

　カミリアは思わず息を呑んだ。

「目？　患っていたって……なにがあったの？　怪我かなにか？　見えづらいとか……」

　――数ある病気の中でも、五感に関わる病は治療も困難で、専門医もそう多くいないと聞いている。

　血の気を引かせるカミリアに対し、レナルドは安心させるように微笑んだ。

「もう大丈夫。目は幼い頃に問題があって、今も使いすぎると痛みや見えづらさが出てしまうんだ。手持ちの薬も切れかけていたから、検診も兼ねて医者を訪ねていたところだったんだよ。その後も大事を取って、読み物や書き物は控えていたんだ」

「そうだったのね……」

　ひとまず今は大丈夫だと知って、カミリアはほーっと息をつく。

　同時に、一週間うじうじと悩んでいた自分が恥ずかしくなった。

　自室にこもってため息をついていたあいだに、彼は大変な思いをしていたのだ。

　それを知らずに一人で悶々としていたなんて……キャロルの言葉ではないが、自分から手紙を書けばよかった。そうすれば執事か誰かが事情を教えてくれたかもしれないのに。

「今日は父の代から世話になっているボルドー公爵家の催しだから出てきたけれど……本当はまだ明るいところにいないほうがいいから、君が飛び込んできてくれて助かったよ」

「目……そんなに悪いの？　大丈夫なの？」

　確かに明るいところにいると目がチカチカしたりするものだが、舞踏会の明かりでさえつらいというなら、かなりの重症に思える。レナルドは「大丈夫だよ」と笑った。

「このところちょっと根を詰めすぎていたからね。目が痛くなったのは自業自得だ」

「根を詰める……？」

「君と次に会ったときに、新しい本や歴史研究のことで話ができるように、ちょっとあれこれ読みあさりすぎた」

　悪戯が見つかった子供のように、レナルドは肩をすくめる。カミリアは赤くなった。

（だって、まるで……わたしと話すために、無理をしたと言っているように聞こえるもの）

「あなたのお話は充分楽しいわ。お願いだから、今後は無理に目を使うことは控えて」

「うん、そうするよ。大切な君にそんな悲しい顔をさせるくらいなら、自分をいたわることも覚えることにする」

　しんみりしていたカミリアは、『大切な君』の一言で、もっと赤くなった。

「……あ、あの、さっき、皆様に言っていた言葉は……」

「ん？」

「……わたしを……『大切なひと』って……」

　レナルドはなんのことかわからないという様子で首を傾げていたが、すぐに「あっ」と口元を押さえた。

「すまない、つい……！　君が令嬢たちに冷たい言葉を言われているのがいやで、つい本心が口から飛び出してしまった。君を護りたい一心で……。ごめん、あれでは僕たちの仲がすっかり勘違いされてしまっているな……」

　まるで自分の失態だったとでも言うように、レナルドも目元を赤くして眉を下げる。だがカミリアは彼の『護りたい』の一言で、デコルテまで赤くしてしまっていた。

「……カミリア」

　その上で、それまでと違う静かな声音で名前を呼ばれては、どうしてもびくっと肩が震えてしまう。

「僕から連絡が行かなくて、不安にさせてしまった？」

　カミリアは真っ赤になったまま悩んで……やがてこくりと小さく頷いた。

「嫌われたとでも思わせてしまったかな？」

「……最後に会ったときに、わたし、お世辞にも愛想がいいという態度ではなかったから。嫌になられたのかもしれない、と思って……」

「そんなことは絶対にないよ。むしろ、僕との関係を意識してくれたからこそ、このままでいいのかと自問自答しているんだ、と思っていたけれど」

　そのとおりだ。どうやらレナルドはカミリア以上に、カミリアのことをよくわかってくれていたらしい。

「僕も急かすつもりはなかったけれど……あの場で啖呵を切ってしまったし、きっと今頃、会場では僕たちの噂で持ちきりだろう。もしかしたら君のご両親の耳にも入っているかもしれない」

「そうね……」

「そこで……こんなふうに切り出すのは卑怯だと思われるだろうけれど、カミリア、どうか僕との交際を真剣に考えてみてくれないか？」

　求婚してきたときと同じ、真摯なまなざしでレナルドは告げてきた。

「最初に言ったとおり、僕は君に好意を抱いている。君が許してくれるなら、今ここで求婚してもかまわないくらいだ。それに――君も、僕に会えなくてさみしく思ったり、僕の目のことを本気で心配してくれたり。……それは、少なからず、僕に気持ちがあるということじゃないのかな」

　カミリアはゆっくり頷く。うつむいている彼女の気持ちを知ろうとするように、一歩近づいたレナルドは、彼女の両手を優しく握った。

「それでも僕と付き合うことに不安があるなら、どうかそのわけを話してほしい」

「……」

　手のひらから彼の温かな体温が伝わってくる。顔を上げなくても、彼が優しいまなざしで答えを待ってくれているのがわかった。

　カミリアはかすかに唇を震わせてから、思い切って告げる。

「こわい、の……」

「怖い？」

「男のひとに、また裏切られるのが、怖いの……！」

　一度口にしてしまえば、あとはあふれるように思いの丈が吐き出された。

　これまで何人かと付き合ったが、その全員の本命が妹だったこと。妹に近づくために利用されたこと。ただでさえ『双子の美人じゃないほう』と言われ続け傷ついてきたのに、それを裏付けるように簡単に男性に背を向かれて、悲しく思ってきたこと――

　感情が昂ぶるあまり、最後は泣き出してしまったが、レナルドは嫌な顔一つすることなく最後まで話を聞いてくれた。

　カミリアが話し終えると、胸元からチーフを出して涙を拭ってくれる。

「それはつらい経験だったね……。自信をなくしてしまうのも無理はない。僕も子供の頃は容姿をからかわれたり、陰気だと言われたりしていたから、心ない周囲の言葉で傷つく気持ちがよくわかるよ」

「あなたが、容姿をからかわれていた……？」

　カミリアは思わずまじまじとレナルドを見つめてしまう。どこからどう見ても美男子の彼だから、子供の頃はそれこそ輝くような可愛らしさだっただろうに……

「言っただろう？　幼い頃は目を患っていたと。そのせいで僕は物心ついたときから、安物のガラス瓶の底のような分厚い眼鏡をかけていたんだ。その状態で外にも出ずに本ばかり読んでいたから、父からも親戚からも根暗だなんだと言われていたよ」

「まぁ、そうだったの……？」

　そんなに分厚い眼鏡をかけなければいけないようには見えないが……

「だから、見た目をからかわれることの苦しみは、僕もよくわかっている。その上で、僕が君にそのような苦痛を与える人間に見えるかな？」

「……見えないわ」

「僕が君の妹さんに今にも乗り換えるような、軽薄な男に見える？」

「……見えない」

　カミリアは心から答える。

　……ああ、どうしてそのことに気づくのに、これほど時間がかかったのだろう。

　今も、これまでも、ずっとカミリアのことを大切にして、キャロルに対しては儀礼的な会話以上のことはしなかったレナルドが、自分を裏切るはずがないのに――

「僕が好きなのは君だよ、カミリア。君の妹さんじゃない。本と歴史に造詣が深くて、一緒にいると時間も忘れて語り合える、そんな君のことが大好きなんだ」

　まっすぐな告白を受け、カミリアの心もゆっくりほぐれていく。温かな気持ちが胸の奥から湧いて、カミリアは自然と口元をほころばせていた。

「わたしも……わたしも、好きです。レナルドが好き。あなたといるとわたしも楽しくて、でもどきどきして……。ずっと一緒にいたいの」

「同じ気持ちだよ。ああ、カミリア……」

　感極まった様子で、レナルドはカミリアの身体をぎゅっと抱きしめてくる。突然の抱擁にびっくりしたが、カミリアもおずおずと彼の背に腕を回した。

「言うのが遅くなってしまったけれど、今日のドレス、すごくよく似合っている。君は青い色がよく似合うね。銀髪が映えてとても綺麗だ」

「お、大げさだわ。あなたのほうがよっぽど素敵……」

　遠目から見ても充分素敵だと思ったが、近くで見るレナルドはさらに洗練されている印象だ。レナルドは「そう？　それならどっちも素敵ということで」とおどけて言った。

「今日はもう会場に戻る気にはならないな……。君は？」

「わたしも……。お父様たちに捉まったら面倒そうだし」

「それじゃあ、僕の馬車で君の家まで送っていくよ。誰かに言付けを頼もうか」

　レナルドの申し出に頷いて、カミリアは彼が差し出す腕におずおずと手を添える。こうして並んで歩くのは気恥ずかしいが、嬉しくもあった。

「明日、改めて君の家に、君との交際を申し込みに行ってもいいかな？」

「ええ、待っているわ。わたしも……あなたのお母様にご挨拶しないといけないかしら」

「そうだね。でも、母は君のことも、僕が君を想っていることもよく知っているから、反対しないと思う」

「まぁ、お母様まで知っているなんて」

　思わず頬を染めるカミリアに、レナルドはなぜか意味深に片目を閉じた。

「それに、母も相手が君ならきっと喜ぶ。なにせ君は、僕の恩人でもあるのだから」

「恩人……？　わたし、そう言われるようなことはなにもしてないわ」

　戸惑うカミリアに、レナルドはニコッと笑った。

「それもまた、あとで教えてあげる。今は僕も明日の挨拶のことで頭がいっぱいだ。交際の申し込みをしに行くなんて……緊張するな」

　あとで教えるの言葉に、以前も似たようなことを言われたと思い出したが、あえて口にしなかった。言葉通りレナルドが少し緊張した面持ちでいるのに、つい笑ってしまったからだ。

　交際を申し込むのに緊張するなんて……国王のそばで代筆や重要書類の作成を行っている人物が口にするには、あまりに弱気な発言だ。

　だが彼がそれだけ真剣に考えてくれている証拠だと思うと、カミリアは嬉しさ以上に幸せな気持ちに包まれる。

　そうして通りがかった使用人に先に帰る旨を言付けて、二人は公爵家の馬車に乗り込んだ。

　馬車の中では先日届いた新しい本の話題が上がり、久々の専門的な会話に、二人とも大いに盛り上がる。

　おかげで行きは長く感じた道のりも、帰りはあっという間で物足りなかったほどだ。もう着いてしまったとため息をつくカミリアの前で、レナルドが小さく咳払いをする。

「カミリア、もし、君さえ嫌でなければ……おやすみのキスをしていいかい？」

　カミリアは声もなく真っ赤になる。思わず誰かが見ていやしないかと、馬車の窓から周囲を見回してしまった。

　御者も伯爵家の邸に入って誰かを呼びにいっている最中で、幸い誰もいない。

　カミリアは赤くなった顔を恥ずかしく思いつつ、そっと頷いた。

　向かいに腰掛けていたレナルドが立ち上がり、カミリアの隣に腰を下ろす。彼女の二の腕に手を添えた彼は、そっと身体をかがめて、まずカミリアの額にキスを落とした。

　それからイヤリングの揺れる耳元、頬、鼻先と口づけていき――最後に唇にキスを落とす。

　ふれるだけの、柔らかな口づけだった。男性と交際した経験はあっても、キスは未経験だったカミリアは、想像以上にしっとりとした感触に、興奮のような不安のような、なんとも言えない気持ちを覚えて震えてしまう。

　恥ずかしくてたまらなくて、その後はレナルドの顔をまともに見ることもできなかった。

「おやすみ、いい夢を」

　心なしかレナルドもほんの少し頬を染めているように見える。カミリアはおやすみなさいと震える声で囁いて、御者の手を借りて馬車を降りた。

　レナルドはカミリアが邸に入るまで、馬車を走らせずに見送ってくれた。彼女が扉の向こうに消えるのを待ってから、御者に出発を告げたようだ。

　栗毛の馬が引く馬車がゆっくり走り出すのを、カミリアは邸の窓に頬を寄せて見送る。

　胸の中は初めてのキスへの興奮や、彼と想いが通じ合った嬉しさ、明日まで会えないさみしさでいっぱいで、不意に涙までこぼれそうになった。

（これが恋というものなのね……）

　本では読んできたけれど、これほど気持ちが落ち着かないものだとは思ってもみなかった。これまでの男性とのお付き合いは、どれもままごとみたいなものだったと実感する。

「レナルド様……」

　こうして名前を囁いただけでも、会いたいと思う。カミリアは熱くなったままの頬を押さえて、しばらく馬車が走り去ったほうをじっと見つめていた。










第四話

急転直下











　ドレスを脱いで風呂に入り、ほっと一息ついた頃。両親とキャロルも帰ってきて、カミリアはすぐに呼び出された。

「カミリア！　お、おまえとザーヴィス公爵がただならぬ仲というのは本当なのか……!?」

　ただならぬ仲、という父の台詞に、カミリアは噴き出しそうになる。

　なんとか笑いをこらえて、彼女は澄まし顔で「ええ」と頷いた。

「よいお付き合いをさせていただいておりますわ。公爵様は明日、わたしとの正式な交際を申し込むため、当家にいらっしゃる予定ですので、よろしくお願いいたします」

　カミリアが頭を下げると、父も母も茫然とした顔で見返してきた。そしてカミリアの隣にたたずむキャロルへちらっと視線をやる。

「ほ、本当に公爵様はおまえを……？　その、キャロルではなく？」

　この期に及んでまだ信じられないらしい父に、カミリアは閉口するが、キャロルのほうは猛然と食ってかかっていった。

「お父様！　今のはいったいどういうお言葉ですの？　カミリアには公爵様と親しくなれるだけの魅力がないとでも？」

「いや、その、ザーヴィス公爵のような見目のよい方なら、当然、可愛いキャロルのほうを選ぶだろうと……」

「つまり、カミリアは可愛くないとおっしゃりたいのね？　ひどい侮辱だわ！　カミリアは充分素敵だし、わたしと違って頭もよくて、公爵様のような深い教養をお持ちの方にとっては理想の相手なのよ。なのにお父様がそんなふうに言うなんて！」

　キャロルに弱い両親は、一方的に責められておろおろと狼狽えている。カミリアが同じことを言っても鼻で笑われるだけに、キャロルの持つ両親への影響力の大きさを、改めて意識するカミリアだった。

「――とにかく、公爵様は明日いらっしゃる予定ですので。わたしは疲れたのでもう休みます。おやすみなさいませ、お父様、お母様」

「わたしも下がらせていただきますわ。おやすみなさい」

　頭を下げるカミリアの隣で、キャロルもちゃっかり一礼する。両親は引き留めたそうな素振りを見せたが、双子の姉妹は息の合った動きでさっさとその場をあとにした。

　そして父の書斎から充分離れたところで、おもむろにキャロルが抱きついてくる。

「――上手くいったのね、カミリア！　おめでとう！」

「もう……。大事にならなかったからよかったものの、二度とわたしを突き飛ばさないでよね」

　カミリアはめっと視線で妹を叱りながらも、感謝を込めてその身体を抱き返した。

　キャロルは当たり前のようにカミリアの部屋に入ってきて、レナルドと庭でどんな会話をしてきたのかとさっそく聞いてきた。

　誤魔化そうとしたカミリアだが、この手の話はキャロルのほうが一枚も二枚も上手だ。

　あれよあれよと詳細を聞き出され、気づけば再び「おめでとう！」と祝福を受けていた。

「キャロルのほうはそのあいだどうしていたのよ。まさかわたしを突き飛ばしたあと、何事もなかったように舞踏会に参加していたんじゃないでしょうね？」

「そのまさかよ。だって姉妹が二人でいなくなったら大変でしょう？　公爵様なら上手くやってくださると思っていたし。ね？　問題なかったでしょう？」

　けろっとした妹の言葉に頭を抱えたくなりながらも、キャロルの思い切った行動がなければこうならなかったのは確かだ。カミリアは渋々「ありがとう」と礼を述べた。

「お礼なんていいのよ！　二人がくっついてくれるのは、わたしにとってもありがたいことだし！」

「ありがたい？　どうして？」

「えっ？　あ、だって、カミリアが公爵家に嫁げば、お父様が望む『有力な家と姻戚関係になる』という目標は達成できるでしょう？　つまり、わたしを家格の高い家柄に売り込む必要性が低くなるってことだから、わたしとしては気が楽になるのよ！」

　――なるほど、確かに。

　両親は少しでもいい家と繋がりを持ちたいがために、美人に生まれたキャロルの売り込みに精を出していたのだ。キャロルとしては窮屈なことも多々あったのだろう。

「とにかく明日が楽しみね！　お父様たち、きっと公爵様の前でしどろもどろになるに決まっているわ」

「いい家柄のひとと付き合いたいと口癖のように言っている割に、いざそういう方を前にすると緊張でどもってしまうものね」

　双子の姉妹は顔を見合わせ、二人同時にぷっと噴き出した。

　そうしてそれぞれの部屋に戻り、たっぷり眠った翌朝。

　公爵様がいらっしゃるなら相応のもてなしをしなければ！　と大わらわの両親に急かされ、相応のおしゃれをして、カミリアはレナルドを迎えることになった。

「突然のご訪問をお許しください。改めて、ザーヴィス公爵レナルドと申します。伯爵と奥様においてはご機嫌麗しく」

「は、初めましてザーヴィス公爵様。ようこそ当家へ……」

　緊張のあまりすっかり固まっている両親を見るのは、なかなか痛快だった。

　一方のレナルドはいつもと変わらない穏やかな様子で、伯爵家のサロンでも昼食の席でもくつろいだ様子を見せていた。

　食事が終わる頃に、レナルドのほうからカミリアとお付き合いがしたいという申し出があり、終始固くなっていた両親はこくこくと頷く。カミリアと少し話したいというのにも、すぐに頷いていた。

「ごめんなさい、レナルド様と話すということで、父も母もすっかり固くなってしまって」

　二人きりになってすぐにカミリアが謝ると、レナルドは「いや」と首を振った。

「突然くると告げた僕も悪いし。でも、これで堂々と君に会いにいけると思うと嬉しいな。昨夜は……君と別れてすぐ、また君に会いたいと思ってじりじりしていたから、よけいに」

　カミリアは思わず赤くなる。そんな気持ちに駆られていたのは自分だけかと思っていたが、まさかレナルドもそうだったとは。

「明日は僕の邸にきてほしいな。母に君を紹介したい。新しい本も入ったし」

「また新しい本が？　素敵。あなたのお母様にお目にかかるのも楽しみだわ」

「ありがとう。それじゃあ、明日。待っているから」

　カミリアはにっこり頷く。レナルドが少し身体を倒してきたので、慌てて目を閉じて顔を上向けた。すぐに口づけが降りてきて、胸の鼓動がどきどきと駆け足になる。

　交際を続けていけば、キス一つでこれほど胸が騒ぐことはなくなるのかしら？

　その日がくるのが待ち遠しいような、永遠にこなくてもいいような……そんなふわふわした気持ちに包まれながら、カミリアはレナルドににっこりと微笑みかけた。







　それからの日々は、本当に恋愛小説をなぞっているかのような、甘酸っぱくも幸せな日々だった。

　伯爵家への挨拶を終えた翌日、今度はカミリアが公爵家へ挨拶に出向いたが、レナルドの母は彼女のことをとても歓迎してくれた。

　手ずから焼いたというクッキーやスコーンを振る舞い、有益なアドバイスもくれたのだ。

「公爵家の奥方がお菓子作りを趣味としているなんて、びっくりでしょう？　でも亡き夫はそれを面白いと言って歓迎してくださったの。だから、もしあなたの本好きや歴史好きを笑うようなひとがいたら、『わたしの恋人はそれをとても面白いと思ってくれています』と、堂々と言っておやりなさい。たいていの人間はそれで黙るから。権力とはそういうときにこそ使うものなのよ」

　にんまりと笑う夫人に、カミリアも思わず笑ってしまった。

　いただいた菓子はいずれも美味しくて、料理人顔負けだ。それを伝えると夫人はとても喜んでくれて、手土産まで持たせてくれた。

「気が早いとは思うけれど、あなたがお嫁にきてくれる日が待ち遠しいわ。これからもレナルドをよろしくね」

　別れ際にそう言われて、カミリアも胸が熱くなる。嫁いだ先で義両親とぎくしゃくする場合も多いらしいが、陽気なこの夫人ならそのような心配は無用に思えた。

　同時に、お互いの両親が二人の付き合いを喜んでいるとなると、今度は『結婚』というものが具体的に見えるようになってくる。

　カミリアの父など、レナルドが心変わりしては大変だと思っているのか、頻繁に「公爵様はいつ頃おまえと結婚したいとお考えなのか」と聞いてくるようになった。

　これまで放任主義だったくせに、家にいると四六時中ひっついては同じことを繰り返してくるので、カミリアはすでにうんざりしている。

　だがレナルドの母も早く結婚しちゃいなさいよと思っている節があり、カミリアとしては気恥ずかしいような、焦るような、なんとも言えない気持ちだった。

「親にもいろいろな事情があるのだろうけれど、そう急ぐことはないと僕は思っているよ。僕たちは僕たちのペースで、お互いにいいと思ったときに話を進めていこう」

　レナルドがそう言ってくれているので、カミリアもそのつもりでいる。

　二人は二人がいいと思える速度で、お互いの距離を縮めてから、具体的なことを考えていけばいい。

　――だが、そうやって悠長に構えていたのがいけなかったのか。




　数日後、カミリアは思いがけない光景を前に、多大なショックを受けることになる。





＊　＊　＊






「――キャロル、どうしたの？　今日はやけに落ち着きがないのね」

「えっ？　そ、そうかしら。ほら、この髪飾り、初めてつけるやつだから、ずれていないか心配で……」

　しきりに髪や化粧を気にする妹に声をかけると、キャロルはなぜだかぎくりとした様子で言い訳してくる。

　なにかあったのだろうかと思うけれど、キャロルはその後すぐにどこぞの青年に声をかけられ「じゃあ踊ってくるわ」と言って人混みの中に消えていった。

（今日のキャロルは朝からそわそわしている様子だったのよね。体調不良とかじゃなければいいのだけれど）

　そんなことを思いながら、カミリアも給仕からワインを受け取り、壁際に下がって人心地ついていた。

　今日は久々に舞踏会に参加している。親戚の伯爵が開くパーティーということで、家族全員での参加だ。両親は主催者の伯爵へ挨拶に行ってからは、自分たちの社交に忙しいし、キャロルもただ立っているだけであちこちから声をかけられる。

　一方のカミリアは、すでにザーヴィス公爵の恋人として認知されたせいか、誰も彼も遠巻きに見守る感じで、声をかけてくる者はいない。

　それはかまわないが、今夜はレナルドもこの舞踏会に出席すると言っていたので、早く彼がくればいいのに、とそわそわしてしまっていた。

（舞踏会への入場は家格の低い順が普通だから、彼がくるのは早くてもあと半時くらいね。待ち遠しいわ……）

　そうこうしているうちにも、新たな招待客がやってくる。ひとが増えるにつれだんだん暑くなってきて、カミリアはいったん外の空気を吸ってこようとその場を離れた。

　レナルドに会う前から汗だくになっていたくない。そんなことを考える自分に、ついくすりと笑ってしまった。少し前の自分は、身なりなどちっとも気にならなかったのに。

　舞踏会が始まったばかりなので、庭にはまださほどひとは出ていなかった。なるべく一人になりたかったので、庭の奥へ進んでいく。

　だが大木が並ぶあたりに入ったところで、すぐ近くで誰かが話しているのが聞こえてきて、慌てて立ち止まった。

（痴話喧嘩かなにかかしら？　ずいぶん大きな声……）

　女性がヒステリックになにか叫んでいる声が聞こえて、カミリアは眉を顰める。本来ならすぐに立ち去るべきだろうが……その女性の声が妹の声に聞こえて、思わず聞き耳を立ててしまった。

（キャロル……？　いえ、まさか）

　近くの木に身体を寄せながら、カミリアはそっと顔を出して声のするほうをのぞき見る。

　果たして、そこにいたのはキャロルだった。だが彼女一人ではない。妹の目の前には背の高い男性が――なんと、レナルドがいたのだ。

（どうして二人が一緒にいるの……？）

　カミリアは驚愕のあまり目を見開く。一瞬声をかけようか迷うが、カミリアが一歩踏み出す前に、信じられないことが起きた。

　なんと、なにかをわめいたキャロルが、大泣きしながらレナルドの胸に飛び込んだのだ。

　レナルドは痛ましそうな面持ちで、震えるキャロルの両肩を優しく抱く。親しみが見える動作に、カミリアは呆然と立ち尽くしてしまった。

　あまりに驚いたせいで、無意識のうちに手から力が抜けて、扇を取り落としてしまう。

　扇は足下の石畳に落ち、カツンッと大きな音を立てた。

　抱き合っていた二人がハッとした面持ちで振り返る。そして同時に大きく息を呑んだ。

「カミリア……!?　どうしてここに――」

　キャロルが悲鳴のような声を上げるが、カミリアは答えられない。ショックが大きすぎて、身体の感覚が麻痺してしまった気がした。

　しかし頭は意外なほどはっきりしていて、呆然とする中でも明確な答えを囁いてくる。

　――会場に来る前にしきりに身なりを気にしていたキャロルが思い出された。あれは好きなひとと会うためにおしゃれを意識していたからではないだろうか。カミリアが汗だくになるのを嫌ったように、キャロルもレナルドに会う前に、それにふさわしい格好をしているかどうか、気にしていたからではないだろうか……

　そう思った瞬間、胸にどす黒い感情が湧き上がってくる。

　この感情は知っている――親しくなった男性にキャロルを紹介して、彼らが全員妹へとアプローチの矛先を変えたときに覚えた、悲しみや怒り……妬みや嫉みが一緒くたになった、強くて醜い負の感情だ。

　これまでは付き合った男性が自分に背を向けても、やはり妹がいいのか、という諦めの気持ちもあったから、ただ唇を噛みしめ黙って立ち去るのみだった。

　けれど、今回は……レナルドには、そんな気持ちにとうていなれない。

　声もなく唇を震わせるカミリアに、真っ青になったキャロルが慌てて近づいてくる。

「カミリア、違うの！　誤解しないで、わたしたちは――」

　転げる勢いで近寄ってきた妹の手を、カミリアはこれ以上ない力で振り払った。

「カミ――」

「――わたしにさわらないで！　さわらないでよ、この裏切り者!!」

　キャロルがショックを受けた様子で立ち尽くす。それまでとは違う新たな涙が妹の瞳に光っている気がしたが、今のカミリアに気づく余裕などあるはずもない。

「わたしがレナルドを好きなことを知っているくせに、レナルドと親しくしていたなんて……！　絶対に許さない！　もうわたしに近寄らないで！」

「カミリア、聞いてくれ、僕たちは――」

　レナルドも急いで近づいてくる。キャロル同様青くなっている彼に、カミリアは不思議と笑いたくなった。

　これまであんなに大切にしてくれたのに、結婚も意識するような時期になって、こんなに堂々と裏切ってくるなんて……

　所詮彼もこれまでの男性と同じだったのだ。狙いは最初からキャロルで、カミリアは妹に近づくための布石に過ぎなかった――！

　そう思うと彼への怒り以上に、また騙されたのだという悲しみと、性懲りもなく恋に溺れた自分への怒りが湧いて、カミリアは衝動的に手を振り上げる。

　ぱんっ！　と乾いた打擲音が響き渡る。キャロルが悲鳴を上げた。

　頬が赤くなるほどの平手打ちを受けたレナルドは、呆然と目を見開いた。

「信じていたのに……あなたのこと大好きだったのに！　もう顔も見たくない……!!」

「カミリア、待って……！」

　踵を返して走り出すカミリアの背に、キャロルの悲痛な声が迫ってくる。

　だがカミリアは立ち止まらず、全速力で庭を横切り、馬車寄場へ走り出た。

　主人たちの帰りを待つ御者たちは、馬に水や干し草をやったり、思い思いに談笑したりしていた。そこに令嬢が走り出てきたのだから、全員がぎょっと目を瞠る。

「お嬢様！　いかがなさいましたか？」

　伯爵家の御者がすぐに気づいて近づいてきた。カミリアは自分の家の馬車に自ら乗り込み、御者に「早く出して！」と命じる。

「え？　しかしご両親やキャロル様は――」

「その名前を出さないで！　早く出して、家に帰して――！」

　御者は戸惑った様子だが、カミリアの様子からただ事ではないことが起きたと思ったのだろう。すぐに馬を繋いで、馬車を出してくれた。

　馬車がごとごとと進むあいだ、座席に沈み込んだカミリアは、いつの間にか自分が涙を流していることに気づく。頬を伝い顎から落ちる涙は、胸元だけではなく膝まで濡らしていた。あまりに惨めな自分の姿に、カミリアは顔をくしゃくしゃにしてうつむく。

「ふ、ぅ……っ、ひく、うぅ……っ」

　悲しくて、胸が痛くてたまらない。こんなに苦しい思いをするなら、恋などしなければよかった。レナルドのことなど好きにならなければよかった。

「レナルドは……違うと思っていたのに……っ」

　今までの男性と違う、キャロルではないカミリアのことを愛してくれているのだと、本気で信じていたのに――

　そう思えば思うほど涙は止まらず、カミリアは家に着くまでずっと涙に暮れていた。










第五話

真相と仲直り











「――カミリア、いい加減に部屋から出てきなさい！　公爵様からの手紙にも目を通さないで……いったいなにを考えているんだ！」

　父が部屋の外から、扉を強く叩く音が響く。

　だがカミリアはなにも答えなかった。

　その後も父は扉の向こうであれこれ言っていたが、まったく返事がないとわかると、すごすごと部屋の前から立ち去っていく。ここ三日、ずっとこの繰り返しだった。

（今更言い訳なんて……）

　レナルドが泣きわめくキャロルを抱きしめていた場面は、三日経った今でも脳裏にこびりついて離れてくれない。

　キャロルも何度となく部屋を訪れたが、カミリアは父のときと同様、扉を開けることはなかった。妹の声を聞くのも嫌だと思って、毎度寝室に引っ込んでいるのだ。

　メイドたちも最初こそなにかあったのだろうと同情的だったが、さすがに三日もカミリアが引きこもるとは思っていなかったらしい。父や妹が訪ねるたびに「話を聞いてあげればいいのに」という顔で見つめてくるのが、なんとも気まずかった。

（誰がなんと言っても、顔を出さないんだから……！）

　しかし、カミリアのそんな決意を揺るがす人物からの誘いがかかる。

　それは母からもたらされた。

「カミリア、アメリア伯母様から招待状が届いていますよ。あなたがこの頃伏せっていると聞いて、遊びにこないかと誘ってくださっています。自分で返事を書きなさい」

（アメリア伯母様……）

　どんなときでも自分の味方をしてくれた伯母アメリア……。彼女の誘いと思うと断りづらい。渋々手紙を受け取り、カミリアは文面に目を通す。

　手紙によると、アメリアは湖の近くの別荘に滞在中らしい。しばらくは昔なじみと会って楽しんでいたようだが、それも一区切りついて暇になったので、よければ遊びにこないかと記してあった。要は話し相手になってほしいということだ。

　家にいても両親やキャロルがいて気が休まらない。伯母のところで数日ゆっくりすれば、周囲のほとぼりも冷めるのではないだろうか。

　そう思ったカミリアは、さっそく伯母にすぐに向かうと返信し、両親にも許可を取った。

　頑ななカミリアにほとほと手を焼いていたから、仲のいい伯母のところで過ごさせたほうがいいと彼らも判断したのだろう。

　善は急げとばかりに支度を調え、翌日、カミリアは伯母のところへ馬車を走らせた。







　アメリアが滞在している場所は、湖にほど近い景勝地の一角だ。そこは富裕層の別荘地となっていて、王都からもそう離れていないだけに、社交期の今は多くのひとで賑わっている。

　カミリアも幼い頃よくここを訪れていて、湖のそばで開かれる貴婦人の茶会へも頻繁に参加していた。

　――思えばあの眼鏡の少年と出会ったのも、この湖だった。

　そう考えながら伯母のもとを訪ねると、アメリアは嬉しそうににっこりと笑って出迎えてくれた。

「久しぶりね、カミリア。元気そうでなにより。このところ部屋に引きこもっていると聞いていたから心配していたのよ。病気でもしたのかと思って」

「ごめんなさい、伯母様。病気ではないの。ただ……ちょっといろいろあって」

「それはザーヴィス公爵とのことかしら？」

　思いがけず核心を突かれ、カミリアは口元に運んでいた茶をこぼしそうになる。思わず伯母に目をやると、彼女は「情報を運んでくるひとが多くてね」と肩をすくめていた。

「あなたに公爵を紹介したのはほかでもないわたしだから、なにかあったのなら教えてほしいけれど」

「……ごめんなさい、伯母様。伯母様のお願いでもそれは言えないわ」

　思い出すだけで心がえぐられるように苦しいのだ。いくら信頼する伯母相手でも、口に出して説明することはやはりできない。

　幸いなことに、アメリアはそれ以上の追及はしてこなかった。

「若いうちはいろいろあるものだから、外野がとやかく言うことではないわね。――でも、あなたが暗い顔で沈んでいるのを見るのは、わたしも悲しいわ」

「……ええ、ごめんなさい……」

「謝らなくていいのよ。代わりに、一緒に湖に行ってくれないかしら。水辺でお茶をしたいと思っていたのだけど、訪ねてくるお友達は日焼けを気にしたり、もう身体を悪くされたりしていて、なかなか外に出たがらなくて。どう？」

「そういうことなら、いくらでもお付き合いするわ」

　アメリアなりに元気づけようとしてくれているのを察して、カミリアは笑顔で頷いた。

　すでに厨房に話が行っていたらしく、軽食が入ったバスケットと水筒が用意されている。

お付きのメイドを従えて、二人はゆっくり湖へ歩いていった。

　ほどなく、カミリアが眼鏡の少年とよくお喋りしていたあたりに到着する。

「懐かしいわ。小さい頃はよくここで遊んでいたの。キャロルはしょっちゅう誘われてボートに乗っていたけど、わたしはここで花を摘んだり……友人とお喋りしたりしていたわ」

「ええ、そうらしいわね。彼もそう言っていたわ。ここはあなたとの思い出の場所なんだって」

「『彼』……？」

　アメリアの言葉に目を見開いたカミリアは、近くの木の陰から、背の高い人影が進み出るのに気づき息を呑んだ。

「レナルド様……！」

　ほかでもない彼の姿を見つけて、カミリアは呆然と呟く。彼が無言で頭を下げるのに対し、隣で伯母が頷いていたので、カミリアはハッと我に返った。

「……っ、伯母様、謀ったわね？　彼と会わせるために、わざとわたしをここに……！」

「ごめんなさいね。でもこうでもしないと、あなたはてこでも動かないと思ったから」

　苦笑する伯母を見て、カミリアの胸に怒りとももどかしさともつかない感情が広がる。

　まさか大好きな伯母にまで裏切られるなんて。

「カミリア――」

　硬い表情で近づいてきたレナルドが声をかけてくる。カミリアはとっさに耳を塞いだ。

「いや。話なんか聞かないわ。わたしはもう帰る――」

「カミリア」

　やや厳しい声音で伯母に呼び止められ、カミリアはとっさに動けなくなった。

「伯母様……」

「わたしの顔を立てて、ここは彼と話をしてちょうだい。どうしても彼を許せないというなら、話を聞いたあとで彼を盛大にフってやればいいのだから」

　伯母の大胆な台詞に、カミリアは思わず目を瞬かせる。一方のレナルドはやや引き攣った笑顔を浮かべた。

「……シンプソン侯爵夫人、それは……」

「あら。わたくし、こう見えて怒っていますのよ。どうやら行き違いが原因らしいけれど、カミリアがこんなにやつれるほど泣き暮らしていたのは間違いないのですから。可愛い姪を泣かせる男なんて、いっそ思い切りフられてしまえばいいと思うもの」

　年長者の余裕を漂わせて、アメリアがふんっと言い切る。気っぷのいい伯母の言葉にカミリアは唖然とするが、レナルドは苦笑していた。

「じゃあ、あとはお若い方同士でね」

　アメリアはそう言うと日傘をくるりと回して、メイドとともに去っていった。

　あとにはバスケットと水筒が残される。とてもピクニックをする気分ではないが、伯母のあの様子だと、話もせずに戻ったら、それこそ怒られるだろう。

　けれどいったい、なにを話せばいいというのか……

「カミリア……いろいろ釈明したいことはあるけれど、まずお礼を言わせてほしい」

「お礼……？」

　てっきり見苦しい言い訳が始まると思っていたカミリアは、予想外のことを言われ、つい聞き返してしまった。

「そう、お礼だ。どうやら君は覚えていないみたいだけど、君は十年近く前、まさにこの場所で、僕のことを助けてくれたんだよ」

「え――」

「僕のことを、思い出さないかい？　僕はいつもこの木の根っこあたりに座って、本を読んでいた。分厚い瓶の底みたいな丸眼鏡をかけて」

「――っ」

　今まさに思い出していた少年のことを持ち出されて、カミリアは大きく息を呑む。

　あの眼鏡の少年が、レナルドだった――？

（……そういえばレナルドも、子供の頃は眼鏡をかけていたと言っていたけれど……）

「僕は生まれつき目が悪くて、ひどい近視を患っていたんだ。眼鏡をかけなければ、歩いているだけで壁にぶつかったり、階段から転げ落ちたりしていたくらいに。そんな状態だから激しい運動とかはできなくて、幼い頃の僕は、部屋で本ばかり読んでいる変わり者だったんだ――」

　だがそんな彼は将来公爵になるのだ。そのため彼の母は息子に少しでも社交性を身につけさせようと、ここで開かれていた貴婦人たちのお茶会に出席していた。

　けれど子供たちの話題はスポーツや馬、狩猟用の銃のことばかりで、歴史や文学に興味を持っている者は皆無だった。瓶の底のような眼鏡や、ひょろっとした体つきを笑われるのも嫌で、気づけばレナルドは木陰で本を読むばかりになったという。

「そんな中、興味を持って声をかけてくれたのが君だった。僕たちはあの頃も、歴史や本のことをよく話していた」

「覚えているわ……。でも、あなたはあるときを境にぱったり見かけなくなって……」

　――まさかあの子がレナルドだったなんて。

　驚きの事実に、カミリアは怒りや悲しみも忘れて、ただただ目を丸くしてしまった。

「そう、ある日を境に、ここにはこなくなった。目の状態を見るために入院してほしいと言われてね。今も診察してもらっている医師のところに厄介になっていたから」

「目……そうよ。眼鏡が必要なほど近視だったのに、今は違うわ。……でも、まだ医者に通うこともあるって……」

「うん。近視が治った方法が、ちょっと独特だったんだ。めずらしい症例として観察したいと医師から申し出があったし、不調を感じることもたまにあるからね」

「どうやって治ったの？」

　カミリアの当然の疑問に、なぜかレナルドは嬉しそうに微笑んだ。

「イノシシに突っ込まれたから」

「えっ……」

「嘘みたいに聞こえるよね。でも、本当なんだ。ここより少し森の奥へ入ったところだよ、イノシシに襲われたのは」

　彼が指し示す方向を見て、カミリアは思わず息を呑む。脳裏に覚えのない光景が差し込むように広がった気がして、思わず頭に手をやった。

「君が『綺麗な花が咲いているから一緒に見にいかないか』と誘ってくれてね。そちらに入っていたんだ。そこは確かに綺麗な花畑だったけれど、イノシシの通り道だったみたいでね……。僕らを見つけたイノシシが、興奮して突っ込んできたんだ」

　カミリアは思わず息を呑む。そんなことが起きるのかと疑問に思うが、レナルドの表情は真剣だった。

「森の奥から花を蹴散らして、かなり大きなイノシシが出てきてね。僕はとっさに君を突き飛ばした。でも僕は間に合わず、思い切り突進されたんだ。身体が吹っ飛んで、顔から地面に落ちた。そのときにちょうど突き出ていた木の根に、目をぶつけてしまったんだ」

　衝撃で眼鏡が割れ、破片かフレームかわからないが、とにかくなにかが目を傷つけたのがはっきりわかった。

　とんでもない痛みに悲鳴を上げたが、驚くことに、目を開いた瞬間視界はクリアになっていた。

　それまで眼鏡をかけなければ見えなかった世界が、はっきり広がっていたのだ。

「それはそれは驚いたよ……医者によると、角膜に傷がついたことでものの見え方が変わって、視力が回復したとのことだ。かなりめずらしい症例らしい。……まぁとにかく、一度走り去ったイノシシは、またこっちへ走ってこようとしたんだ。僕はとっさに君に逃げろと言ったが、君は――イノシシがぶつかる寸前で、持っていた日傘を開いたんだ」

　幼いカミリアは、イノシシの眼前に突き出した傘をばっと勢いよく開いた。

　すると不思議なことに、イノシシはギャッとでも言うように跳び上がって、方向転換して逃げていったのだ。

　イノシシが木陰に消えるなり、カミリアは傘を持ったままへたり込んだ。涙を浮かべてぶるぶる震えていたが、レナルドの視線に気づいて気丈に微笑んだという。

「『本で読んだ知識よ。イノシシは突っ込む相手の姿が消えると、怖がって逃げちゃうんですって』と君は教えてくれた。……だけど僕の顔が血だらけなのを見て、錯乱状態になってしまってね……」

　そのときのことを思い出したのか、レナルドの表情が悲しげにゆがむ。

「おそらくそのショックで、君はそのときの記憶をなくしてしまったんだろう。下手に刺激して思い出させては怖がるかもしれないと思って、僕もなにも言えなかった。でも……君と本気で一緒になりたいと思うなら、すべて明かしておく必要があると思ったんだ」

　助けてもらった礼もずっと言いたかった、とレナルドは言った。

「いくら視力が回復したと言っても、イノシシを前に恐怖で腰を抜かしていた状態だったから、君のとっさの機転がなければ、今頃どうなっていたことか……。だから君には本当に感謝している。ありがとう、僕を救ってくれて。君は僕の命の恩人だ」

「そ、そんな……」

　記憶がないだけに半信半疑だが、レナルドが嘘をついているようには見えない。

　それに、それだけの大変な出来事に遭遇したら、記憶を閉ざしてしまうのも無理からぬことに思えた。

「でも、視力がよくなって最初に見たのが君だったせいか、君の姿が脳裏に焼き付いて離れなくなってしまってね……。ずっと君を想うことを止められなかった。だからそれからは心を入れ替えて、勇気ある君に値する男になろうと奮起したんだ。頑張って運動もして、今のようになった。君の存在が、僕を変えてくれたんだよ」

　だから、カミリアが社交界にデビューしたら、思い切って会いにいこうと考えていた。ただその前に留学の話が持ち上がったため、今以上に歴史の知識を身につければ、さらにカミリアと深い話ができるかもしれないと考え、彼は隣国に渡る決断をしたという。

「おかげで君とたくさん話ができて、これほど嬉しいことはなかった。君が事件のことは忘れていても、僕のことは覚えていてくれたと知って……涙が出そうになったよ」

　しみじみと言われ、カミリアは赤くなる。海色の瞳をきらめかせている彼を見ているだけでも、深い思いが伝わってきてどぎまぎした。

　だが、だからといって話をうやむやにはできない。

「そ、それなら……どうしてキャロルと抱き合っていたの？　やっぱり妹のほうがよくなったんじゃ――」

　レナルドはすぐに口を開いたが、彼がなにを言うより先に、傍らの木陰からざっと小柄な影が飛び出してきた。

「それはわたしがフられたと思ったからよ！　……言っておくけど、相手は公爵様じゃないわ。もう一年も前から隠れてお付き合いしているある騎士に、わたしはずっと恋をしていたの！」

「えっ、キャロル――！」

　飛び出してきた妹の姿に、カミリアは目を丸くした。

　いったいいつからそこにいたのか。キャロルは瞳いっぱいに涙をためて、悔しげにまくし立ててきた。

「彼は男爵家の次男で、身分からしてお父様が絶対結婚を許してくれない相手なのよ。でもわたしは諦めきれなくて……っ。そんな中、ザーヴィス公爵がカミリアのことを気にしていると噂で聞いて、わたしから公爵に持ちかけたの。公爵が無事にカミリアと結ばれるように協力する。だから二人が無事に結ばれた暁には、わたしと彼のことをお父様たちに口利きしてほしいって！　それなのに……」

　大きな瞳がみるみる潤んで、とうとう大粒の涙がこぼれ落ちる。妹の突然の告白にも涙にも驚いて、カミリアはおろおろしてしまった。

「キャ、キャロル、大丈夫……？」

「大丈夫じゃないわよ！　せっかくあなたたちの仲が近づいて、わたしもようやく彼と結ばれることができるって期待した矢先に……っ、彼ったら、これから二年間隣国に赴任するって言ってきたのよ!?　ひどい裏切りだと思わない!?」

　手の中のハンカチーフをビリビリに引き裂きそうな勢いで引っ張りながら、キャロルは子供のように地団駄を踏む。

　その様子に、カミリアは「もしかして……」と気づいた。

「あなたがレナルドに抱きついて泣いていたのって、お付き合いしていたひとから外国への赴任を聞かされたからだったの……？」

　カミリアは隣国の軍事事情を急いで思い浮かべる。

　確かレナルドも留学していた隣国は、長く海の向こうの国と小競り合いを続けていたはずだ。その助力のため、我が国の騎士を何人か派遣することになるかもしれない、と何年か前から噂されていた。

　どうやらそれは現実の話になるらしい。そして、キャロルの恋人はその一人に選ばれたか、自ら志願した、ということのようだ。

「ええ、そうよ。あまりに悲しくて、わたし一人の胸にしまっておくにはつらくて……つい公爵様に泣きついてしまったの。わたしと彼の付き合いを知っているのは公爵様だけだったから。……でも、まさかカミリアが出てくるとは思わなくて……。勘違いさせるようなことをして、本当にごめんなさい」

　話しているうちに興奮が収まったようで、キャロルはぽろぽろと泣きながら頭を下げてくる。

　自分が気づかぬうちに、妹も恋に身を焦がしていたのだと知って、カミリアは逆に申し訳ない気持ちに駆られた。

「いいえ……わたしも悪かったわ、話も聞かず勘違いして……。あなたがそんなに苦しんでいたなんて知らなかった。レナルドにも……手を上げてしまって」

「いや、僕も悪かった。君がこれまでの経験から男性不信に陥っていることは知っていたのに、配慮がなかった」

　それまで黙っていたレナルドがすかさず謝ってくる。その上で彼は「ちょっとキャロル嬢に伝えたいことがあって」と断りを入れてきた。

「公爵様、わたしにですか？」

「うん。君の恋人の騎士のことで――」

　――どうやらキャロルと恋人の騎士は、レナルドの手引きで、これまでも何度か会う機会を設けていたらしい。

　レナルドの邸を訪れたときなど、騎士もこっそり招待されていて、二人はガゼボで気兼ねなくお喋りを楽しんでいたそうだ。道理で帰る頃のキャロルは嬉しそうだったわけである。

　その過程で、レナルドは個人的に騎士とも連絡を取っていたようだ。

「彼はキャロル嬢をフるためではなく、むしろ堂々と結ばれるために、二年間の隣国赴任に立候補したそうだ。向こうで戦いに参加し武功を立てて、経歴に箔を付けることで、僕の口添えがなくても結婚を許してもらえるようにしたかったらしい。……僕も似たような気持ちで隣国に留学していたから、男としての彼の気持ちはよくわかるよ」

「じゃあ、フられたと思ったのはわたしの勘違いだったということ……？」

　呆然と呟いたキャロルは、そのまま魂が抜けたように座り込んでしまった。

「キャロル、大丈夫!?」

「――よかったああああ！　わたし、フられてなかったんだわ！　よかったぁ……！」

　かなり思い詰めていたのか、キャロルはカミリアの胸に飛び込むなり、おいおいと泣き始める。

　よほどその騎士のことが好きなのだろう。隣国に赴任するという事実だけ聞いて、フられたと勘違いしてしまうくらいに。

　――かくいうカミリアも、つい先ほどまで一部分を見て勘違いをしていたのだ。妹の気持ちは痛いほどわかった。

「……ごめんなさい、レナルド、本当に。そして……妹の恋にも協力してくださってありがとう」

「僕は二人が会う場所を提供したり、手紙の仲介役になったりしたに過ぎないよ。僕のほうこそ、キャロル嬢にいっぱい協力してもらった。君を舞踏会や僕の邸に連れ出してもらったりね」

　確かに、この頃のキャロルはカミリアを引っ張り出すことに注力していた。二人が結ばれれば、自分の恋も叶うからと意気込んでいたのだろう。

「――さて、無事に安心できたところで、邸に戻ろうか。あ、それよりバスケットがあるから、お茶を飲んでからのほうがいいかな」

「わたしは先に戻るわ。こんな顔を誰かに見られたら大変だもの」

　キャロルはそう言って、伯母のいる邸にさっさと歩いていったが、カミリアたちを二人きりにさせる気遣いであることはすぐにわかった。

「わたし、知らないところでたくさん妹に気を遣わせていたのね。お礼を言わなきゃ……」

「僕も。でも、その前に――カミリア、どうか、キスさせてくれないか？」

　目を丸くするカミリアに、レナルドは苦笑した。

「僕のほうこそ、君にフられたと思って落ち込んでいたんだ。キスで回復したい。……駄目？」

　カミリアは赤くなったが、すぐにこくりと頷いた。

「わたしも、あなたとキスしたい」

　レナルドはほっとした様子で唇を重ねてくる。カミリアも目を閉じ、甘い口づけを受け入れた。

　ほんの少し唇を開いてため息をついたとき、熱いなにかが唇を割って入り込んできてびっくりする。

　とっさに身を引こうとしたが、それが彼の舌であることに気づいて、慌てて踏みとどまった。初めての深いキスに、心臓の鼓動は一気に駆け足になる。

　頭の中まで真っ赤になるほど恥ずかしかったが、歯列をなぞられ、頬を舐められると、背筋がゾクゾクして妙な心地になってくる。

（キスだけでのぼせてしまいそう……）

　そんなことを考えながら、恋人の広い胸に身体を預けたカミリアは、しばらく濃厚なキスに酔いしれていた。










第六話

結婚式の夜











　――結婚式は、抜けるような青空が広がる六月に行われた。




「カミリア、とっても綺麗だわ。本当におめでとう……！」

「ありがとう、キャロル。まさかあなたより先にわたしが結婚するなんてね」

　感動で涙ぐむ妹に、ウエディングドレスに身を包んだカミリアはにっこり笑った。

　今日はフォーゼッタ伯爵令嬢カミリアと、ザーヴィス公爵レナルドの結婚式だ。

　二人が出会って……いや、幼少時代から十年ぶりに再会して、今日でほぼ一年。両家のあいだでは結婚に向けての準備が着々と進められ、カミリアは無事、六月の花嫁として聖堂の一室に入っていた。

　デコルテを美しく見せるという、流行りのスクエアネックの真っ白なウエディングドレスは、細かい刺繍が全面に施された最上級の逸品だ。ヴェールは伯母のアメリアが結婚式で使ったものを貸してもらった。胸元を飾る真珠のネックレスは、レナルドからの贈り物である。

　装いのせいか、あるいは愛するひととようやく結ばれる幸せが滲み出ているのか、今日のカミリアは輝くように美しかった。

「花嫁様、そろそろ入場のお時間です」

　聖堂の関係者が声をかけてくる。カミリアは頷き、腰掛けていたスツールから立ち上がった。

　結婚式の会場は、ザーヴィス公爵領の古い聖堂で行われることになった。王都の大聖堂で、とも考えたが、今後暮らしていく土地で挙式したいという双方の願いで実現したのだ。

　とはいえ、ザーヴィス公爵領は王都からもほど近い。名門ザーヴィス家の当主の結婚ということもあり、かなりの客人が集まったようだ。

「幸せになってね。カミリア」

「キャロルもね。あと一年待てば恋人の彼も帰ってくるし」

「ええ。あなたに負けず劣らず素敵な式が挙げられるように、明日になったらお父様をせっつくことにするわ」

　双子の姉妹はにっこり笑って、いったん別れる。白薔薇を束ねたブーケを受け取り、カミリアはゆっくりと聖堂へ向かった。

　厳かな式にふさわしい音楽が聞こえてくる。入り口で待っていた父伯爵のエスコートで、ゆっくり式場へ入っていくと、参列客が全員笑顔を向けて、ヴァージンロードを進むのを見守ってくれた。

　祭壇の前には、白の礼服で身を固めたレナルドが待っている。彼はカミリアと視線が合うとにっこり微笑んで、伯爵から彼女の手を受け取った。

「とても綺麗だ、カミリア」

　カミリアは照れくささを覚えつつ「あなたも」と囁く。祭壇の前に二人で膝をつくと、司教が祝福を述べ、二人それぞれに結婚に意義はないかと問いかけた。

　ありません、と答えると、司教はにっこり笑って、二人に立つように促す。立ち上がった二人はお互いに向き合い、指輪を交換してから、誓いのキスを交わした。

　これまでにキスは何度もしてきたけれど、誓いのキスは不思議と真摯な気持ちになる。

　これから新たな人生を目の前のこのひとと歩んでいくのだ、と自覚するせいだろうか。とても引き締まった気持ちになった。

　ヴェールを上げられ、クリアになった視界でレナルドをちらっと見やる。彼はカミリアの視線に気づくと、少し照れくさそうに笑った。飾らない笑顔に、胸が温かくなる。

　――これほど素敵な笑顔をくれるこのひとを、大切にしていこう。

　自然とそんな思いでいっぱいになって、カミリアもまた満面の笑みを浮かべた。







「――はぁ、さすがに疲れたかな。カミリアは大丈夫？」

「ええ。わたしは早めに下がらせてもらったから。ゆっくりお湯にもつかれたわ」

　結婚式の夜。階下でいまだ続く祝宴の雰囲気を感じながら、一足先に会場をあとにした主役の二人は、夫婦の寝室でくつろいでいた。

　結婚に当たり改装された夫婦の部屋は、落ち着いた色合いの壁紙や絨毯で彩られ、なんと寝室にまで本棚が持ち込まれていた。書庫から持ってきた本や新しい本など、読みたい本はすぐに取り出せるようにという配慮だ。おかげでレナルドを待つあいだも、カミリアは大好きな本を読んで過ごすことができていた。

　――というのは実は嘘で、このあとに待つ初夜を思って、それなりにそわそわしていたのだ。待ち望んでいるように思われるのが嫌で、わざと本など広げて澄ましていたが、本当は心臓が飛び出さんばかりにどきどきしている。

「――緊張している？」

　そしてレナルドには、カミリアのそんな小細工はお見通しだったらしい。

「……ええ、とても」

「これまでも、その、割と手を出してきてしまった自覚はあるけれど」

　遠慮がちなレナルドの言葉に、カミリアはぱぁっと頬を染める。

　無事に婚約し、結婚の日取りが決まったあとも、カミリアはたびたびレナルドのもとを訪れ、歴史談義に花を咲かせていた。

　だが熱く語る二人の仲を邪魔しないよう、周りが配慮して二人きりにしてくれることもあって、ふと下りる沈黙がきっかけになり、艶めいた雰囲気になることも一度や二度ではなかったのだ。

　舌を絡めるキスはもちろん……気づけば熱く見つめ合い、身体に手を伸ばしてしまうこともあった。衣服の上からとは言え、胸の膨らみにふれられたときは、体中が熱くなるほど昂ぶってしまったものだ。

「でも……無理矢理するようなことはしなかったわ。あなたはずっと紳士で」

「無理矢理なんて、これからもしないよ。君に平手打ちされるのは一度で充分だから」

　彼と妹が関係していると勘違いしたときのことを思い出し、カミリアは苦笑した。

「わたしも、あなたに手を上げるのはあれっきりにしたいわ」

「手を上げられるようなことを、僕がしなければいいだけだけどね」

　悪戯っぽく笑った彼は、寝台に腰掛けていたカミリアの隣に座ると、そっと口づけてきた。カミリアも目を伏せ、わずかに唇を開いて彼の舌を迎え入れる。

　ゆっくり体重がかけられて、広い寝台に仰向けに倒された。

「ウエディングドレス姿も夢みたいに綺麗だったけれど……しどけない格好の君は、色っぽくていいな」

「……恥ずかしいわ」

「恥ずかしがる姿は可愛い」

　もう、とカミリアは思わず笑い声を漏らしてしまう。レナルドも笑って、それから再び口づけてきた。

　大きな手で頬を包んで、唇を柔らかく食まれる。髪を梳くしけずられるのも、肩を撫でられるのも心地よくて、角度を変えた口づけを受けながら、カミリアは何度も熱いため息をついた。

　カミリアの肩から二の腕を撫でていたレナルドの手が、やがて胸元に移る。薄い夜着越しに胸の膨らみを掴まれて、カミリアはピクッと肩を揺らした。そんなふうにさわられては、胸の鼓動がどくどくと高鳴っていることがすぐに伝わってしまう。

　だが柔らかく揉まれ、首筋にもキスを受けているうち、そんなことを気にする余裕はなくなった。

「んっ……ふぁ、あ……っ」

　耳朶を食まれてから、耳孔に舌先を入れられる。チロチロと動かされると、くすぐったさと違う甘い感覚が生じて、高い声が漏れてしまった。

　かすかに身をよじると、胸を揉んでいたレナルドの手が夜着のリボンにかかる。前開きの夜着は、リボンを解いてしまえばあっという間に臍のあたりまで肌が露わになって、カミリアは薄く頬を染めた。

「あ、あんまり見ないで……」

　露わになった胸の膨らみをじっと見つめられて、カミリアは消え入りそうな声で呟く。

「難しい要求だな……こんなに美しいものを目にしたら、普通は目が離せなくなるよ」

　レナルドは本当に難しそうな顔をしながら、カミリアの胸を今度は直に揉んでくる。夜着越しと違い、男の手のひらの熱さがはっきり伝わってきて、心臓がとくんと跳ねた。

「あ、レナルド……んんっ……」

　レナルドはさわるだけでは飽き足らずに、顔を伏せて一方の乳首をペロッと舐めてくる。

　カミリアが明確な反応を見せると、彼はそっと乳首を口に含んで、舌先でコロコロと転がしてきた。

「あ、あ……っ、やぁ、んっ……」

　強めに吸われると身体が浮き上がりそうな快感が走って、カミリアはいやいやと首を振る。レナルドはもう一方の乳首も同じように舐め転がして、指先でもつまんだり擦ったりと、絶えず刺激を送ってきた。

　おかげでカミリアは息も絶え絶えになってしまう。無意識に引き剥がそうと彼の頭に手をやるが、その手を取られ逆に指を絡ませられた。

「レナルドさま……あぁ……っ」

　レナルドの唇が胸から離れて、薄い腹へ落ちていく。

　腰元にわだかまっていた夜着が完全に取り払われて、カミリアは一糸纏わぬ姿になった。

「お臍も可愛らしい」

「あんっ」

　臍穴にまで舌を差し込まれて、カミリアは真っ赤になった。

「そんなところ……」

「でも、ここも感じるみたいだね」

「……はしたないわ」

「どうして？　僕は嬉しい。君が僕を感じてくれている証拠だから」

　そう言われてしまうと、よけいに恥ずかしくなってしまう。だが「嬉しい」と微笑むレナルドは本当に幸せそうだ。そんな顔をされると、もっと彼を喜ばせたい気持ちにもなって、カミリアはただただ赤くなるしかない。

　無言のまま真っ赤になったカミリアの頬を愛おしげに撫でて、レナルドはそっと彼女の足に手をかけた。

「あ……」

「少し、開いて」

　カミリアは泣きたいほど恥ずかしくなったが、言われたとおりそろそろと足を開いていく。レナルドはそのあいだに身体を潜り込ませて、そっと彼女の秘所に手を這わせてきた。

「んっ……」

　さすがにそこにさわられると、身体が硬くなってしまう。

　レナルドは無理に事を進めず、再びカミリアの胸に顔を伏せて乳首を舐め転がした。そして片方の手で、彼女の内腿や膝頭を優しく撫でていく。

　まさか足のそういったところを撫でられるだけでも、震えるほど感じてしまうとは思わなかった。胸への刺激と相まって、気づけば身体が跳ねてしまう。快感から逃れようと身をよじるも、やんわりと押さえ込まれてはどうしようもなく、カミリアは与えられる愉悦にただただ翻弄された。

「は、あ……んく、んっ……」

「カミリア……」

　レナルドの手が、とうとう内腿から足の付け根へと滑っていく。ふっくらした恥丘から尻のほうまで、大きな手で秘所を包まれて、カミリアは思わず息を呑んだ。

　レナルドは硬い手のひらの付け根で、息づく割れ目の上のほうをくいっと押してくる。その瞬間、そこから熱い快感が走って、カミリアは「ひっ」と声を上げた。

「あ、ぅ、なに……？」

「このあたりに感じやすい芽があるんだよ。こうして擦ると――」

「……あ、あぁっ、や……あぁああ……っ」

「気持ちいいらしいって聞いていたけれど、本当みたいだね」

　それまで以上の高い声で喘ぐカミリアを見て、レナルドがかすかに目を細めて笑う。

　そして彼はカミリアの足をそれまで以上に開かせると、今度は秘所に顔を寄せてきた。

「ああ、やだ、見ないで……っ、あぁあんっ」

　擦られて気持ちよかったところを、今度は舌で攻められる。ちょうど陰唇の上のあたり……普段は包皮に包まれ隠れているところを、舌先でぬるぬると舐められた。

　唾液を纏った舌で舐められるのは、手で押されるより鮮烈な刺激で、腰が浮き上がってしまう。カミリアは無意識に腰をくねらせ、ずり上がって逃げようとした。

　しかしレナルドの大きな手に腰を掴まれ、あえなく引き戻されてしまう。お仕置きとばかりにそれまで以上に膨らんだ花芽を執拗に舐められ、気づけば我を忘れて喘いでしまった。

「あぁ、あ、ひっ……んあ、だめ、なにか……きちゃう……っ」

　腹の奥が熱くなって、なにかがあふれ出そうな感覚が強くなってくる。快感が喉元まで迫り上がって、気をつけないと唾液がこぼれてしまいそうだ。

「その感覚を追っていって。大丈夫、気持ちよくなるだけだから」

「だ、だめ、いや……こわいの……っ、あぁああ……！」

　カミリアが弱気な声を漏らしても、レナルドはやめてくれない。それどころか手を伸ばして、カミリアの乳房を掴んできた。

　指の股に乳首を挟み、膨らみごとゆったりと揉み込んでくる。

「あん、んっ、だめ……あぁ、あ、あぁあ……っ」

　迫りくる快感が怖くて震えてしまうのに、どうしようもなく追い上げられて、切羽詰まった声がひっきりなしに漏れていく。

　やがてレナルドが花芯をじゅっと吸い上げてきて、カミリアはたまらず悲鳴じみた声を響かせた。

「あぁああ！　ふぁ――ッ……」

　身体がぎゅっと強張り、一拍遅れて指先にまで開放感が広がった。あまりの気持ちよさに意識が遠ざかりそうになる。

　心臓の鼓動がひどく駆け足になっていて、はぁはぁと呼吸するだけで精一杯だ。

　身体を投げ出してぐったりしていると、急に蜜口にピリッとした痛みを感じた。

「あんっ……あ、なに……？」

　見れば、レナルドが中指を蜜口に沈ませているところだった。

　入り口こそかすかな痛みを感じられたが、中は意外とそうでもない。絶頂により、むしろ敏感に快感を拾い上げている気がする。

「ふぁっ……あ、レナルド、動かさな、で……っ、あぁあん……！」

　深くまで入れた指を小刻みに動かされて、カミリアは甘やかな声を上げる。

　レナルドは動きを止めるどころか、彼女のいいところを探るように、指の腹で膣壁を擦り上げてきた。

「……あ！」

　やがて腰がびくっと跳ねるほど感じるところを探り当てられ、カミリアは目を見開く。

　レナルドはかすかに微笑み、一度指を引き抜いて、今度は二本そろえて挿入してきた。

「あ……んっ……」

「痛い？」

　カミリアは眉を引き絞りながらも、ふるふると首を横に振る。引き攣ったような感じがあるが、痛いというほどではない。なにより痛いと口にすることで、気を遣ったレナルドが中断しようと言うほうがいやだった。

「大丈夫、よく濡れているから」

　カミリアの健気な思いを察したのか、レナルドが励ますように呟く。

　だが彼の言うとおり、いったいいつの間にそうなったのか――蜜口からはとろとろと粘性の蜜があふれて、臀部にまでしたたっていた。

　女性が感じるとそこが濡れることは知識として知っていたが、実際になってみると恥ずかしいばかりでいたたまれない。

「力を抜いていて――」

「ん……っ……ぅあ、ああっ、あぁああ……！」

　くちゅくちゅと音を立てながら、レナルドは膣内のふっくらしたところを優しく擦っていく。湧き上がる愉悦にきゅっと眉を絞って耐えるカミリアだが、レナルドが手の付け根で花芯をくりっと圧してきて、新たな刺激に腰が跳ねた。

「だ、だめぇ、一度には……っ、はあぁあん……！」

　秘所全体を大きな手のひらで包まれ、中からも外からも刺激を与えられて、カミリアはどうしようもなく感じ入ってしまう。はぁはぁと忙しなく呼吸しながら、緩く首を振って快感を散らそうとしていた。

　だがそんなカミリアの様子をつぶさに見ながら、レナルドは指の抜き差しを速めたり、胸への愛撫を再開したりと、快感を送ることに余念がない。

　乳首を舌先で舐め転がされると同時に、花芯を強めに圧されて、カミリアはたまらず背をのけぞらせる。

「あ、あぁ、また……っ、んぁあああ……ッ！」

　身体を弓なりにしならせ、白い喉をさらしながら、カミリアは悲鳴じみた声を上げた。体中に快感があふれて、指先まで満たされていく。

　今度の絶頂は長く尾を引いて、しばらくビクビクという震えが収まらなかった。

「はぁ……はぁ……。……んぅ……」

　ゆっくり髪を払われ、しっとりと口づけられる。カミリアは無意識に唇を開いた。

　感じやすくなっているせいか、舌を絡めるキスをするだけでも背筋がゾクゾクと疼いていく。

　指を引き抜かれた蜜口が、物足りないとばかりにヒクヒクと震えているのがわかった。

「カミリア……」

　レナルドがわずかにかすれた声で囁き、身体を起こす。ぼんやりと目を開けたカミリアは、彼が着ていたものをさっと脱ぎ捨てるのを見て、小さく息を呑んだ。

　細身に見えたが、衣服の下の身体は思いのほかたくましかった。大きな肩や広い胸、うっすらと割れた腹筋にも驚いてしまうが、そのすぐそばにそそり立つ男の象徴は想像以上の大きさで、声もなく真っ赤になってしまう。

「ごめんね。怖がらせたかな？」

　すでに硬く張り詰めている己を見下ろし、レナルドが苦笑する。

　カミリアはとっさに首を振ったが、やはり心配を口にせずにはいられなかった。

「あ、の、それ……い、入れられる、の？」

「大丈夫だと思うよ。君もよく濡れているし。多少……痛むかもしれないけれど」

　……初めてのときは痛むものだと聞いていたので、それはいい。痛みがあることより、無事に事が成せるかどうかのほうが、カミリアにとっては重要だ。とても入れられる大きさとは思えないが……レナルドが大丈夫というなら、それを信じよう。

「じゃあ、あの、お願いします……」

　急に固い声音になったカミリアに、レナルドがたまらなくなった様子でぷっと噴き出した。

「そんなに緊張しないで。大丈夫。なるべく足を開いて、ゆっくり息をしていて」

　カミリアは小さく頷き、おずおずと足を開く。レナルドが膝裏に手をかけてさらに開いてきたので、ひっくり返った蛙のような体勢になってしまった。

　だが今は恥ずかしさより、蜜口にピタリと押しつけられた男根のほうが気になる。つるりとした亀頭がわずかに蜜口に沈むのを感じ、カミリアはこくりと唾を飲んだ。

「入れるよ――」

「はい。……っ……いっ……！」

　ずっ……と押し入ってくる熱い塊に、カミリアはつい奥歯を噛みしめそうになる。

　狭いところを無理矢理こじ開けていく感覚に、何度も腰が引けそうになった。そのたびにレナルドが動きを止めて、なだめるようにキスしたり髪を撫でたりしてくれたので、なんとか息をすることを思い出せたという有様だ。

　一方で、彼が充分気をつけて事を進めてくれることが、嬉しくてたまらない。大切にされている実感が湧いて、嬉しさのあまり目頭が熱くなった。

　そうして肉棒が無事に蜜壺を埋めたときには、二人ともすっかり汗だくになってしまっていた。

「ああ、すごい、気持ちいいな……」

　はぁはぁと息を荒げるカミリアに対し、レナルドも少し苦しげに眉を寄せていた。

　だがそんな中でもうっとりとした声音で呟いてきたので、カミリアの胸もきゅんと甘く疼く。彼が感じていることに、不思議と感動めいた思いがこみ上げてきた。

「すごく、熱いわ……」

「うん。これほど熱くて、気持ちいいなんて……癖になりそうだ」

　苦笑するレナルドに、カミリアもつられて小さく笑う。そうすると強張っていた身体もいくらか緩んで、彼女は自然と腕を上げてレナルドの首筋に抱きついていた。

　レナルドもカミリアの細い身体を抱き寄せて、二人はしばしじっと抱き合う。

　だが彼とひとつになった幸せに浸るカミリアと違い、レナルドのほうは我慢ができなかったらしい。カミリアの鼻先にキスすると、「動くよ」と短く言って、ゆっくり腰を使ってきた。

「んあっ……あ、あ、はぁ……っ」

　入り口がピリピリと引き攣れる。だがくびれた肉竿が膣壁を擦っていくたび、身体が浮くような快感が走って、痛みと愉悦の二重奏に涙が浮かんだ。

　最初は気遣うようだった抽送も、カミリアがさほど苦しんでいないとわかると、徐々に速くなってくる。そのたびにレナルドの呼吸も忙しなくなってきた。

　彼も感じているのだと思うと、痛みを怖がる気持ちより、もっとよくなってほしいという気持ちのほうが大きくなってくる。

「……ふぁ、あ、レナルド……んぅっ、あっ、ああ……！」

　ぐっと足を折り曲げられて、ほとんど真上からずんずんと突き込まれる。肉棒が出ていくたびに蜜が掻き出されて、臀部のみならず敷布にまでしたたっていった。

　よく濡れているせいか、痛みも徐々になりを潜めていく。

　それよりも奥を突かれる気持ちよさが勝ってきて、カミリアの唇からはひっきりなしに嬌声が漏れた。

「あ、あぁ、レナ、ド……っ、あ、はぁっ、あぁ、んンっ……」

「カミリア……っ」

　カミリアの声が切羽詰まっていくのに合わせ、レナルドの抽送も激しくなる。

　ぐちゅぐちゅと響く水音とともに、突き込まれるたびに肌がぶつかるパンパンという音も大きくなっていった。

　きつく抱きしめられ揺さぶられると、恥ずかしがっている余裕もなく、カミリアも無我夢中で彼にしがみついて腰を振ってしまう。

　忙しない呼吸を絡めるように唇を合わせ、舌を擦り合わせる。彼が求めてくれていると思うと、カミリアの中でも彼を求める気持ちが膨らんできた。

　上でも下でも密に繋がり合うと、身体を渦巻く熱がさらに高まっていく――

「ふぁ、ああぁっ……！　レナルド、レナルド、わたし……も……っ、ぅあぁああ！」

「っ……！」

　カミリアがびくんっと身体を強張らせると、レナルドも引き込まれるように欲望を解放してくる。二度三度と大きく腰を打ち込まれて、カミリアは声にならない声を上げた。

「ぃあ、あぁあああア……ッ！」

　細い手足をビクビクと震わせ、カミリアは三度襲ってきた絶頂に溺れていく。

　レナルドも小さくうめいて、大量の精を注ぎ込んできた。

「あ、あぁ、すごい、あつい……っ」

　腹の奥までじんわり満たしていく精の熱さに、カミリアは驚きと興奮を覚えて震えてしまう。レナルドはしばらく腰を押しつけ、歯を食いしばっていたが、やがて大きく息を吐き出し、カミリアの肩口に額を埋めてきた。

　カミリアも息を荒げながら、彼の綺麗な金髪をそっと撫でる。

（とても幸せだわ……）

　愛するひとと抱き合うことが、身体だけではなく心をもこれほど熱くするとは知らなかった……

　身体にかかるレナルドの重みすら愛おしく感じられて、胸がいっぱいになってしまう。

　お互いがお互いを愛していると、言葉で何度となく伝え合ってきたが……身体を繋げることで、よりその気持ちは大きくなるらしい。これ以上ない多幸感を、カミリアはしみじみと感じていた。

　しばらく抱き合っていた二人だが、やがてレナルドがそっと身体を起こし、ゆっくりと肉棒を引き抜いていく。

「あん……っ」

　先端が抜けた瞬間、注がれたものがとろりとあふれて、カミリアは小さく震えた。

「そんな声を聞かされると、もう一度したくなってしまうよ」

　カミリアは慌てて口元を塞ぐ。が、レナルドが満足そうに息をついているのを聞いて、そっと尋ねた。

「……レナルド、気持ちよかった？」

「うん、とても」

　レナルドもまた、とても愛おしそうなまなざしでカミリアを見つめている。

　彼と自分が同じ気持ちなのだとわかって、カミリアは感極まるあまり、泣きそうになってしまった。

「――君は？　つらくなかった？」

「ええ、大丈夫。でも……ちょっとうるさくしすぎたかしら？」

「なぜ？　可愛い声がいっぱい聞けて最高だったよ」

　茶目っ気たっぷりに片目をつむる彼に、カミリアは思わずぽかんとしてしまう。

　少しして小さく噴き出すと、レナルドも再び笑って、そっと口づけてきた。

「愛しているよ、カミリア。君と深く繋がれて本当に嬉しい……大好きだよ」

「……わたしも、あなたが大好き。愛しているわ」

　カミリアが心から告げると、レナルドも嬉しげに微笑む。どちらともなく身体を寄せ合い、再び口づけた。

　情事のあとの気怠さもあって、軽く重ねるだけのキスで充分満たされていたカミリアだが……やがて彼の舌が口腔に入り込んでくるのに気づいて目を丸くした。おまけに下肢にふれる彼の逸物が、むくむくと力を取り戻していくのもはっきり感じてしまう。

「……レナルド」

　カミリアが目を据わらせると、レナルドが申し訳なさそうに視線を逸らす。

「ごめん。でも不可抗力だよ。……この日を一年も待っていたんだから」

　そう言われると、カミリアも弱い。なにせ、レナルドと夫婦になることを待ち望んでいたのは、彼女も一緒だったのだから。

　気まずそうなレナルドに、今度はカミリアのほうが笑って、そっとキスをする。

「……優しくして。あんまり激しいと、明日起きられなくなっちゃうもの」

「善処する」

　ほっとした様子で請け負うレナルドは、感謝を伝えるようにカミリアの銀髪を撫でた。

　カミリアも甘いため息をついて、愛する夫からの熱情を受け取った。




　新婚の夜が更けていく。幸せに包まれた二人は、離れていた十年分をも埋めるように、遅くまで肌を重ね、愛していると伝え続けていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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